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は
じ
め
に

　

東
京
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
５2
年
2
月
、
我
が
国

初
め
て
の
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
観
音
埼
に
設
置
さ
れ

４０
年
余
り
、
東
京
湾
内
の
船
舶
交
通
の
安
全
確
保
の
た
め
、
情

報
提
供
業
務
と
浦
賀
水
道
航
路
及
び
中
ノ
瀬
航
路
の
管
制
業
務

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
2９
年
１2
月
１
日
を
も
っ
て
、

東
京
湾
に
お
け
る
一
元
的
な
海
上
交
通
管
制
を
実
現
す
る
た

め
、
運
用
場
所
を
横
浜
市
中
区
の
横
浜
第
二
合
同
庁
舎
22
階
に

移
し
ま
し
た
。
平
成
2５
年
１０
月
の
第
三
次
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
を
ス

タ
ー
ト
に
、「
現
場
海
域
が
視
認
で
き
ず
に
大
丈
夫
か
？
」
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
賛
否
の
意
見
が
渦
巻
く
中
、
各
種
課
題
を
乗
り
越

え
４
年
余
り
、
遂
に
、
平
成
３０
年
１
月
１
日
、
横
浜
、
東
京
、

川
崎
及
び
千
葉
の
４
つ
の
港
内
交
通
管
制
室
を
統
合
し
た
新
し

い
東
京
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
を
発
足
さ
せ
、
１
月
３１
日
、
新

制
度
に
よ
る
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

平
成
2９
年
１2
月
１
日
の
横
浜
移
転
、
１
月
１
日
の
組
織
発
足

及
び
１
月
３１
日
の
新
制
度
運
用
に
つ
い
て
、
現
場
目
線
で
の
状

況
を
写
真
と
織
り
交
ぜ
な
が
ら
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１
　
横
浜
移
転

⑴
　
新
運
用
場
所
（
横
浜
第
二
合
同
庁
舎
）

　

平
成
2９
年
１2
月
１
日
午

前
９
時
、
横
須
賀
市
の
観

音
埼
か
ら
横
浜
市
中
区
の

第
二
合
同
庁
舎
に
、「
運

用
を
止
め
る
こ
と
な
く
移

転
な
ん
て
不
可
能
だ
！
」、

と
思
わ
れ
て
い
た
任
務
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
の

日
の
「
栄
え
あ
る
当
直
」

に
選
ば
れ
た
メ
ン
バ
ー
ら

が
観
音
埼
か
ら
の
切
り
替

え
、
引
き
継
ぎ
手
順
に
つ

新
し
い
東
京
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
が
誕
生
し
ま
し
た
！

�

東
京
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー

写真 １：最終確認をする管制官
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い
て
最
終
確
認
を

行
い
、
予
定
の
午

前
１０
時
、
い
よ
い

よ
観
音
埼
か
ら
横

浜
に
運
用
を
切
り

替
え
ま
す
。

　

統
括
運
用
管
制

官
か
ら
ス
タ
ン
バ

イ
の
号
令
が
か
か

り
、
運
用
管
制
官

た
ち
は
手
を
上
げ

て
応
え
ま
す
。
そ

し
て
、「
切
り
替
え
！
」
の
令
が
響
き
ま
し
た
。

　

切
り
替
え
５
秒
後
に
は
、
さ
っ
そ
く
船
舶
か
ら
「
東
京
マ
ー

チ
ス
」を
呼
ぶ
声
が
受
信
機
か
ら
流
れ
ま
す
。
記
念
す
べ
き「
こ

ち
ら
東
京
マ
ー
チ
ス
」
の
第
一
声
を
発
し
た
の
は
、
湾
口
エ
リ

ア
担
当
の
運
用
管
制
官
で
し
た
。

　

切
り
替
え
後
、
新
た
な
通
報
先
に
次
々
と
入
航
予
定
の
通
報

が
入
り
、
計
画
卓
担
当
の
運
用
管
制
官
も
受
付
に
追
わ
れ
ま
し

た
。

　

新
セ
ン
タ
ー
の
目
玉
の
ひ
と
つ
が
ダ
イ
ヤ
グ
ラ
ム
表
で
す
。

航
路
通
報
等
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
管
制
計
画
は
、
列
車
の

運
行
ダ
イ
ヤ
の
よ
う
に
、
東
京
湾
を
航
行
す
る
船
舶
の
ダ
イ
ヤ

グ
ラ
ム
と
し
て
自
動
に
表
示
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
運
用
管
制

官
は
、
入
湾
船
舶
に
あ
っ
て
は
浦
賀
水
道
航
路
の
入
航
時
刻
の

み
に
着
目
し
て
い
ま
し
た
が
、
目
的
港
の
着
岸
予
定
時
刻
に
も

着
目
し
た
管
制
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
な
り
、結
果
と
し
て
、

港
内
の
管
制
信
号
待
ち
を
無
く
す
よ
う
な
管
制
が
、
東
京
湾
入

り
口
か
ら
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
今
回
の
管

制
の
一
元
化
の
目
的
の
１
つ
と
い
え
る
も
の
で
、
本
領
を
発
揮

す
る
の
は
、
３１
日
以
降
の
新
制
度
の
運
用
開
始
後
で
す
。

写真 ２：運用の切り替え時

写真 ３：第一声

写真 ４：航路通報受付
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そ
し
て
、
運
用
を
止
め
る
と
即
座
に
新
し
い
横
浜
の
運
用
室

に
持
ち
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
書
類
等
を
2
台
の
官
用
車
に

詰
め
込
み
、
人
的
移
動
も
含
め
、
慌
し
い
移
動
作
業
が
展
開
さ

れ
、
気
づ
く
と
、
４０
年
間
、
一
度
も
無
人
と
な
ら
な
か
っ
た
運

用
室
は
無
人
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

観
音
埼
局
は
、
こ
の
日
、
こ
の
時
間
を
も
っ
て
、
整
備
課
職

員
１
名
体
制
に
よ
る
日
直
と
な
り
ま
し
た
。
翌
日
の
2
日（
土
）

と
９
日
（
土
）、
2
回
に
分
け
、
４
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
延
べ
１０
台

に
よ
る
引
越
し
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
局
舎
の
無
人
化
に
向

け
た
閉
塞
工
事
も
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
、
１８
日
ま
で
に
、
玄

⑵�

　
旧
運
用
場
所
（
横
須
賀
市
観
音
埼
）

　

同
日
午
前
１０
時
、
統
括
運
用
管
制
官
が
、
横
浜
の
統

括
運
用
管
制
官
と
業
務
引
継
ぎ
が
円
滑
に
終
え
た
連
絡

を
取
り
合
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
引
き
継
ぎ
を
確
認
し

た
！
」
と
声
を
上
げ
ま
し
た
。
す
る
と
、
４０
年
余
り
、

こ
の
運
用
室
に
て
、
東
京
湾
の
船
舶
交
通
の
安
全
確
保

に
万
全
を
期
し
た
運
用
管
制
官
達
は
、
自
然
発
生
的
に

「
万
歳
！
」
と
喚
起
の
渦
が
起
き
ま
し
た
。

写真 ５：新兵器の湾口～入出港のダイヤグラム

写真 ６：観音埼の管制官は万歳

写真 ７：無人の運用室
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２
　
新
組
織
発
足

　

平
成
３０
年
１
月
１
日
午
前
９
時
過
ぎ
、
新
セ
ン
タ

ー
と
し
て
、
初
め
て
当
直
に
入
る
運
用
管
制
官
及
び

技
術
官
ら
に
両
次
長
を
加
え
た
職
員
を
前
に
、
三
宅

所
長
か
ら
年
頭
挨
拶
も
兼
ね
た
新
セ
ン
タ
ー
発
足
の

訓
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
海
上
交
通
管
制
の
一
元
化

と
し
て
、
４
つ
の
港
内
交
通
管
制
室
を
統
合
し
た
総

勢
１
１
９
名
の
大
所
帯
組
織
が
生
ま
れ
た
瞬
間
で

す
。

　

所
長
か
ら

の
「
海
上
交

通
セ
ン
タ
ー
の
歴
史
に

新
た
な
１
ペ
ー
ジ
を
加

え
る
」
と
い
う
熱
い
言

葉
に
、
職
員
一
同
、
そ

の
責
務
の
大
き
さ
を
噛

み
締
め
る
と
同
時
に
、

国
民
の
期
待
に
挑
む
闘

志
を
醸
し
出
し
て
い
ま

し
た
。

　

改
変
さ
れ
た
組
織
構

関
口
の
閉
塞
、
窓
の
木
板
閉
鎖
を
完
了
し
、
１９
日
に
は
、
Ｓ
Ｓ

Ｂ
ア
ン
テ
ナ
周
り
の
感
電
防
止
の
フ
ェ
ン
ス
張
り
工
事
を
終

え
、
一
通
り
の
防
犯
対
策
を
施
し
た
と
こ
ろ
で
職
員
の
日
直
体

制
も
解
き
、
完
全
無
人
化
と
し
ま
し
た
。

　

日
本
初
の
西
洋
式
灯
台
で
あ
る
観
音
埼
灯
台
、
日
本
初
の
海

上
交
通
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
観
音
埼
船
舶
通
航
信
号
所
と
、
2
つ

の
日
本
初
の
航
路
標
識
は
、
こ
れ
で
観
音
埼
か
ら
す
べ
て
無
人

化
（
観
音
埼
船
舶
通
航
信
号
所
は
横
浜
船
舶
通
航
信
号
所
の
付

属
施
設
の
観
音
埼
レ
ー
ダ
ー
施
設
）
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
時

代
の
流
れ
を
感
じ
ま
し
た
。

写真 ８、 ９：玄関口閉塞　表側・内側

写真１0：所長訓示
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成
の
ポ
イ
ン
ト
は
３
つ
あ
り
ま
す
。

　

１
つ
め
は
、こ
れ
ま
で
、庶
務
・
管
理
業
務
も
合
わ
せ
た
「
整

備
課
」
の
中
に
技
術
官
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
機
器
の

高
度
化
に
伴
う
技
術
力
の
向
上
、
港
内
信
号
施
設
も
一
体
的
に

広
域
保
守
す
る
起
動
性
の
確
保
等
も
踏
ま
え
、
管
理
業
務
を
行

う
「
企
画
課
」
を
別
に
作
り
、
機
器
・
施
設
の
保
守
を
専
門
に

行
う
技
術
官
で
占
め
ら
れ
た
「
技
術
課
」
を
単
独
で
作
り
ま
し

た
。

　

2
つ
め
は
、
運
用
管
制
官
の
業
務
を
支
え
る
事
務
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
、
日
勤
の
運
用
管
制
官
を
便
宜
上
に
配
置
し
対
応
し

た
事
務
と
、
安
全
対
策
官
が
担
っ
て
い
た
資
格
認
定
等
の
事
務

を
統
合
し
て
実
施
す
る
「
安
全
計
画
課
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

３
つ
め
は
、
運
用
管
制
課
の
課
制
を
廃
止
し
、
所
長
の
下
に
、

非
常
災
害
が
、
休
日
・
夜
間
、
い
つ
発
生
し
て
も
適
切
な
初
動

体
制
が
確
保
で
き
る
よ
う
に
、「
運
用
管
制
課
長
が
2４
時
間
常

駐
す
る
体
制
作
り
」
の
理
念
で
、
課
長
の
名
称
を
「
上
席
統
括

運
用
管
制
官
」
と
し
、当
直
班
の
数
に
応
じ
複
数
名
配
置
し
て
、

当
直
班
長
の
指
揮
を
執
れ
る
よ
う
に
、
当
直
の
中
に
組
み
入
れ

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
、
伊
豆
大
島
西
岸
沖
に
国
際
条
約
に
基
づ

く
我
が
国
初
の
推
薦
航
路
を
設
定
す
る
日
で
も
あ
り
、
バ
ー
チ

ャ
ル
Ａ
Ｉ
Ｓ
航
路
標
識
を
活
用
し
て
航
行
船
舶
の
流
れ
を
分
離

図 １：組織構成
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３
　
新
制
度
に
よ
る
運
用
開
始

　

新
組
織
と
な
っ
た
以
降
は
、
新
制
度
に
よ
る
運
用
を
前
に
、

万
全
な
体
制
と
し
て
お
く
こ
と
を
重
点
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

新
制
度
の
下
で
は
、
航
行
船
舶
に
対
し
て
、
レ
ー
ダ
ー
等
の

監
視
情
報
か
ら
Ｖ
Ｈ
Ｆ
無
線
電
話
で
指
示
・
勧
告
等
を
行
う
特

定
海
域
（
船
舶
側
に
「
情
報
聴
取
義
務
」
を
課
す
海
域
）
は
、

格
段
に
広
が
る
こ
と
か
ら
、
運
用
管
制
官
は
、
安
全
確
保
の
強

化
と
、
運
航
効
率
の
向
上
に
か
か
る
重
圧
に
対
処
す
べ
く
、
当

直
班
単
位
、
ま
た
は
個
人
で
管
制
技
能
に
磨
き
を
掛
け
ま
す
。

　

ま
た
、
改
正
海
上
交
通
安
全
法
等
の
肝
と
も
言
え
る
非
常
災

害
発
生
時
の
対
応
に
は
、
当
庁
幹
部
や
国
民
も
関
心
が
高
い
こ

と
か
ら
、
東
京
湾
内
に
大
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
の
対

応
が
、
適
切
に
実
施
で
き
る
か
の
状
況
を
、
長
官
、
次
長
、
海

上
保
安
監
、
総
務
部
長
等
に
、
訓
練
を
通
し
て
見
て
い
た
だ
く

視
察
を
繰
り
返
し
受
け
、
そ
し
て
、
１
月
2９
日
に
は
、
報
道
機

関
を
招
き
、
非
常
災
害
時
の
対
応
訓
練
を
取
材
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
新
制
度
運
用
が
近
づ
く
に
連
れ
、
海
事
関
係
者
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
等
も
極
度
に
増
す
こ
と
と
な
り
、「
事
前
通

報
の
省
略
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
適
用
さ
れ
る
の
？
」、「
入

域
通
報
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
？　

こ
れ
ま
で
の
位
置
通
報
ラ
イ
ン

す
る
た
め
、ジ
ャ
ス
ト
午
前
９
時（
世
界
標
準
時
の
０
時
０
分
）、

Ａ
Ｉ
Ｓ
運
用
卓
か
ら
Ａ
Ｉ
Ｓ
メ
ッ
セ
ー
ジ
2１
を
使
用
し
、
2
つ

の
航
路
標
識
情
報
を
送
信
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
横
浜
第
二
合

同
庁
舎
の
運
用
室
が
「
横
浜
Ａ
Ｉ
Ｓ
信
号
所
」
と
な
る
新
た
な

電
波
標
識
が
新
設
さ
れ
た
瞬
間
で
も
あ
り
ま
す
。

図 ２：バーチャルＡＩＳ航路標識

バーチャル
ＡＩＳ航路標識

バーチャル
ＡＩＳ航路標識

推薦航路
センタライン
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っ
て
ど
う
な
る
の
？
」

と
い
っ
た
質
問
へ
の
対

応
に
、
運
用
管
制
官
や

新
し
く
出
来
た
企
画
課

職
員
も
悲
鳴
を
上
げ
る

日
々
が
続
き
、
い
よ
い

よ
、
１
月
３１
日
の
朝
を

迎
え
ま
し
た
。

　

大
勢
の
報
道
機
関
を

前
に
し
た
第
三
管
区
海

上
保
安
本
部
長
と
所
長

図 ３：情報聴取義務海域の拡大

写真１１、１２：長官による訓練視察の状況写真１３：新兵器ダイヤグラムを視察される長官
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に
よ
る
看
板
か
け
、
そ
の
後
に

本
部
長
か
ら
訓
示
を
受
け
て
、

セ
ン
タ
ー
職
員
一
同
、「
遂
に

こ
の
日
が
来
た
！　

こ
こ
ま
で

漕
ぎ
着
け
た
！
」
と
、
１
つ
の

達
成
感
を
抱
き
つ
つ
、
ま
た
、

こ
の
日
訪
れ
た
記
者
達
の
取
材

攻
勢
等
、
我
々
に
与
え
ら
れ
た

使
命
の
大
き
さ
を
改
め
て
認
識

し
ま
し
た
。

　

こ
の
初
日
、
非
常
災
害
が
発

生
し
て
も
対
応
で
き
る
自
信
を

持
ち
、
港
内
管
制
と
一
体
化
し

た
湾
内
の
管
制
業
務
を
、
無
難

に
、か
つ
円
滑
に
実
施
し
終
え
、

ま
た
、
港
則
法
事
前
通
報
の
省

略
に
つ
い
て
も
、
船
舶
代
理
店

に
対
し
、
事
務
が
軽
減
と
な
る

仕
組
み
を
、
正
し
く
理
解
さ
せ

た
実
績
も
作
れ
ま
し
た
。今
後
、

一
元
化
効
果
を
発
揮
し
、
国
民

の
期
待
に
よ
り
応
え
る
べ
く
、

写真１４：大根本部長と三宅所長による�
� 看板かけ

写真１５：記者に囲まれ、�
� ブラ下がり取材を受ける三宅所長

写真１６：運用状況
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全
力
投
球
し
て
参
り
ま
す
。

お
わ
り
に

　

東
京
湾
に
お
け
る
一
元
的
な
海
上
交
通
管
制
の
構
築
は
、「
全

国
初
」
と
な
る
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
の
移
転
を
、
大
き
な
ト
ラ

ブ
ル
も
無
く
予
定
ど
お
り
実
施
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
組
織
も

支
障
な
く
立
ち
上
げ
、
１
月
３１
日
の
新
制
度
に
よ
る
運
用
開
始

も
順
調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
約
５
ヵ
年
に

わ
た
り
、
第
三
次
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
、
予
算
獲
得
、
定
員

確
保
、
法
改
正
、
そ
し
て
整
備
工
事
等
々
、
本
庁
、
本
部
、
さ

ら
に
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ
た
多
く
の
関
係
者
の

方
々
の
ご
尽
力
、
そ
し
て
賜
っ
た
ご
指
導
に
、
こ
の
紙
面
を
借

り
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
一
連
の
取
組
に
お
い
て
、
過
去
の
資
料
等
か

ら
、
改
め
て
観
音
埼
の
地
に
、
東
京
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
を

初
め
て
設
置
さ
せ
た
先
輩
方
の
、
察
し
て
余
る
ほ
ど
の
苦
難
・

ご
努
力
の
一
端
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
横
浜
に
運
用
場

所
を
変
え
、
新
し
い
ス
タ
イ
ル
で
の
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
と
な

っ
て
も
、
諸
先
輩
方
が
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
を
我
が
国
に
設

置
・
運
用
さ
せ
た
、
そ
の
熱
意
と
行
動
力
は
、
我
々
現
役
世
代

に
も
引
き
継
が
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
を
報
告
し
、
〆
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

平成30年度の入道埼灯台の参観について

入道埼灯台（秋田県男鹿市）は、

４月14日（土）から11月４日（日）の間、

参観業務を行います。

皆さまのご訪問をお待ちしています。

　日本海に突出した男鹿半島は、なだらかな
起伏をもった草原の台地で、「なまはげ」や
「男鹿ブリコ」などで知られており、入道埼
灯台は、その北西端に位置し、芝草に覆われ
た緑のスロープの中心に建っています。

▶お問い合わせ先
　燈光会入道埼支所　　☎ 090-1931-9706
　燈光会事務局　　　　☎ 03-3501-1054
　　　　　　　　　　　Ｅメール　info@tokokai.org

鹿街道

大
滝

八
望
台

戸
賀
湾

男
鹿
温
泉

北
浦

関　
口
浜

入
道
埼
灯
台

男鹿

船越

男

八郎潟開拓地

寒
風
山

▲

▲▲
本
山
真
山

男
鹿
市

椿
北
限
自
生
地

羽
立

脇本
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海
上
保
安
庁
で
は
、
環
境
に
配
慮
し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

化
、
低
コ
ス
ト
化
の
た
め
、
光
波
標
識
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
、
平
成
30
年
2
月
21
日（
水
）
か
ら

高
輝
度
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
長
寿
命
で
あ
る
パ
ワ
ー
Ｌ
Ｅ

Ｄ
光
源
の
実
装
試
験
を
釧
路
埼
灯
台
で
開
始
し
ま
し
た
。

　

従
来
の
ハ
ロ
ゲ
ン
電
球
と
比
較
し
て
、
寿
命
は
50
倍
、

消
費
電
力
は
10
分
の
1
に
な
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

と
も
に
、
運
用
上
の
問
題
点
の
検
証
を
行
い
ま
す
。

2　

期
間

　

平
成
30
年
2
月
21
日
（
水
）
か
ら
当
面
の
間

3　

場
所

　

釧
路
埼
灯
台（
第
一
管
区
海
上
保
安
本
部　
釧
路
海
上
保
安
部
）

　

北
海
道
釧
路
市
米
町
2
︱
9
︱
5

4　

試
験
内
容

　

現
在
使
用
し
て
い
る
光
源（
ハ
ロ
ゲ
ン
電
球
）を
新
光
源（
パ

ワ
ー
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
に
交
換
し
試
行
運
用
を
行
う
。

【
効
果（
メ
リ
ッ
ト
）：
釧
路
埼
灯
台（
ハ
ロ
ゲ
ン
電
球
）で
の
比
較
】

　

⑴
寿
命　

１
０
０
０
時
間⇒

約
５
０
０
０
０
時
間�

50
倍

　

⑵
消
費
電
力　

１
０
０
０
Ｗ⇒

約
１
０
０
Ｗ

�

　

10
分
の
1

1　

目
的

　

従
来
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
器
は
光
達
距
離
12
マ
イ
ル
が
限
度
で
あ

り
、
そ
れ
を
超
え
る
光
達
距
離
が
必
要
な
大
型
灯
台
で
は
代
替

は
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
新
た
な
光
源
と
し
て
Ｃ
Ｏ
Ｂ（C

hip�O
n�B
oard

）

の
利
用
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、
今
般
、
Ｃ
Ｏ
Ｂ
の
中

で
も
特
に
高
出
力
な
パ
ワ
ー
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
実
用
化
の
目
処
が
付
い

た
こ
と
か
ら
、
実
装
試
験
に
よ
り
、
そ
の
効
果
を
確
認
す
る
と

大
型
灯
台
に
パ
ワ
ー
Ｌ
Ｅ
Ｄ
光
源
を
採
用
へ

　
　
　
～
明
治
１
５
０
年
の
節
目
に
あ
っ
て
更
な
る
進
化
を
続
け
る
灯
台
光
源
～

海
上
保
安
庁
交
通
部
・
海
上
保
安
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
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5　

そ
の
他

　

試
験
中
、
釧
路
埼
灯
台
の
光
の
強
さ
（
光
度
）
及
び
光
の
届

く
距
離
（
光
達
距
離
）
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
参
考
）

1　

パ
ワ
ー
Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
は

　

多
数
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
チ
ッ
プ
を
直
接
基
板
に
結
合
し
て
単
一
規
格

と
し
た
光
源
を
Ｃ
Ｏ
Ｂ
（Chip O

n Board

）
と
い
い
、
そ
の

中
で
も
、
特
に
高
出
力
の
も
の
を
パ
ワ
ー
Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
呼
ん
で
い

ま
す
。

（
特
徴
）

　

⑴�　

複
数
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
チ
ッ
プ
が
一
体
で
光
る
こ
と
に
よ
り
高

輝
度
化
が
可
能

　

⑵　

光
度
制
御
を
電
流
に
よ
り
行
う
こ
と
が
可
能

　
　

 

　

 　

こ
の
特
徴
に
よ
り
、
今
後
は
更
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
推
進
さ
れ

る
と
と
も
に
、
現
在
は
数
多
く
あ
る
光
源
を
パ
ワ
ー
Ｌ
Ｅ
Ｄ

ひ
と
つ
に
統
一
で
き
ま
す
。

釧路埼灯台　LB-90型灯器

パワーLED
【COB（Chip�On�Board）】 ハロゲン電球

光　　源
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　空撮を趣味とされる丸屋空撮（ペンネーム）様から、ラジコンヘリ（マルチコプター）
で撮影された犬吠埼灯台をはじめ、著名な灯台の動画を改めて紹介させて頂きます。
　鳥になった気分で、白亜の灯台周辺の空中散歩を堪能ください。
　なお、燈光会ホームページでも紹介されていますので、併せてご覧ください。

記  他（P16・P27）

2　

釧
路
埼
灯
台
諸
元

　
　

北
緯　
　
　
　
　
　
　
　

42
度
58
分
10
秒

　
　

東
経　
　
　
　
　
　
　
　

１
４
４
度
22
分
24
秒

　
　

構
造
物
の
色
及
び
形　
　

白
地
に
赤
横
帯
2
本
塗　

塔
形 

　
　

光
り
方　
　
　
　
　
　
　

15
秒
ご
と
に
白
光
1
閃
光 

　
　

光
の
強
さ　
　
　
　
　
　

実
効
光
度

 

３
８
０
０
０
０
カ
ン
デ
ラ

　
　

光
の
届
く
距
離　
　
　
　

19
・
5
海
里

現在の灯火状況

全　

景

釧路崎灯台

灯台の貴重な空撮ビデオを紹介します

鮫角灯台

https://www.youtube.com/
watch?v=Mg4QGEfw-ak

入道灯台

https://www.youtube.com/
watch?v=rXQfXBnb0ok

金華山灯台

https://www.youtube.com/
watch?v=6Pskfftq30Y

塩屋埼灯台

http://youtu.be/
aV1K7Uof9Wo

日立灯台

http://youtu.be/
cTcsxYIQv9E

犬吠埼灯台

http://youtu.be/
OhF6Eq9tk0w



—  14  —

屋
埼
支
所
が
管
理
し
て
い
る
掲
示
板
に
展
示
さ
れ
、
同
灯
台
へ

訪
れ
る
方
々
の
目
に
留
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
姫
花
さ
ん

に
は
、
将
来
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
り
た
い
と
い
う
夢
が
あ
っ
た

よ
う
で
す
。

　

津
波
に
よ
り
犠
牲
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
姫
花
さ
ん
の
こ
と
を

知
っ
た
京
都
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
同
作
品
を
、「
デ
ザ
イ
ナ
ー
鈴

木
姫
花
」
の
ハ
ン
カ
チ
と
し
て
製
作
し
、
ハ
ン
カ
チ
展
等
に
出

展
さ
れ
、
多
く
の
方
々
に
反
響
を
呼
び
、
ま
た
、
同
ハ
ン
カ
チ

に
あ
っ
て
は
、
被
災
を
受
け
た
ご
両
親
が
こ
れ
ま
で
の
多
く
の

方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
し
て
、
自
費
で
ハ
ン
カ
チ
を
製
作

し
、
地
元
み
や
げ
店
（
山
六
観
光
）
の
協
力
を
受
け
販
売
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
な
お
、
ハ
ン
カ
チ
の
売
り
上
げ
に
つ
い
て
は
、

地
元
自
治
体
に
寄
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
東
日
本
大
震
災
で
犠
牲
と
な
ら
れ
た
一
人
の

少
女
の
物
語
が
、
大
震
災
で
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
記
憶

と
し
て
今
も
な
お
語
り
継
が
れ
て
お
り
ま
す
。

　

更
に
、
津
波
に
よ
る
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
で
ほ
し
い
と
の

　

未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
、
早
７

年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

福
島
県
も
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
港
の
復
興
、
試

験
操
業
の
拡
大
、
帰
宅
困
難
区
域
の
一
部
解
除
な
ど
、
未
だ
復

興
半
ば
に
あ
り
ま
す
が
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
復
興
に
向
け

着
実
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

福
島
海
上
保
安
部
と
し
て
も
、
福
島
の
海
の
安
心
・
安
全
を

維
持
す
る
こ
と
で
、
地
域
貢
献
は
も
と
よ
り
、
復
興
の
一
助
と

な
れ
る
よ
う
、「
正
義
仁
愛
」
の
精
神
で
日
々
業
務
に
励
ん
で

お
り
ま
す
。 あ

る
少
女
と
灯
台
を
め
ぐ
る
物
語

 
　
　
　
―
永
遠
に
語
り
継
ご
う
大
震
災
―

�

福
島
海
上
保
安
部

　

あ
る
少
女
と
は
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
る
影
響
で
犠

牲
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
鈴
木
姫
花
（
ひ
め
か
）
さ
ん
（
当
時
豊

間
小
4
年
生
）
と
い
う
女
の
子
で
す
。
姫
花
さ
ん
は
、（
公
社
）

燈
光
会
主
催
の
平
成
21
年
度
灯
台
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
（
低
学
年

の
部
）
で
塩
屋
埼
灯
台
を
描
き
（
題
名
：
わ
た
し
た
ち
の
と
う

台
）
見
事
入
賞
（
佳
作
）（
当
時
、
３
年
生
）
し
ま
し
た
。
こ

の
受
賞
作
品
（
レ
プ
リ
カ
）
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
燈
光
会
塩
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思
い
か
ら
、
写
真
家
橋
本
直
樹
さ
ん
（
郡
山
市
出
身
、
愛
媛
県

在
住
）
が
姫
花
さ
ん
の
ハ
ン
カ
チ
の
こ
と
を
Ｗ
ｅ
ｂ
ニ
ュ
ー
ス

等
で
知
り
、同
じ
福
島
県
人
と
し
て
何
か
で
き
な
い
か
と
考
え
、

ハ
ン
カ
チ
を
世
界
に
旅
立
た
せ
る
こ
と
を
思
い
つ
き
、
ハ
ワ
イ

島
ヒ
ロ
地
区
の
太
平
洋
津
波
博
物
館
を
訪
問
し
、
姫
花
さ
ん
の

ハ
ン
カ
チ
を
飾
っ
て
ほ
し
い
と
マ
ー
リ
ン
・
ム
リ
ー
館
長
等
に

お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
快
諾
さ
れ
、
東
日
本
大
震
災
の
展
示
コ

ー
ナ
ー
に
ハ
ン
カ
チ
の
モ
チ
ー
フ
と
父
貴
（
た
か
し
）
さ
ん
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
展
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

※〈
父　

貴
さ
ん
メ
ッ
セ
ー
ジ
〉

　

�　

亡
く
な
っ
た
娘
の
た
め
に
、
親
と
し
て
一
体
何
が
で
き

る
だ
ろ
う
か
。
震
災
か
ら
半
年
が
過
ぎ
た
頃
、
娘
の
描
い

た
絵
を
信
頼
の
お
け
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
託
し
、
ハ
ン
カ
チ

に
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
娘
は
天
国
で
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な

る
夢
を
叶
え
、
ハ
ン
カ
チ
と
し
て
人
の
役
に
立
ち
、
彼
女

が
稼
い
だ
お
金
は
浄
財
と
な
り
ま
す
。
私
た
ち
夫
婦
は
、

そ
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
で
、
彼
女
が
生
き
て
い
る
よ

う
に
感
じ
、
私
た
ち
も
ま
た
生
き
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
命
や
教
訓
、
大
切
な
も
の
が
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
よ
う
に
。

写真－ 3　マーリン・ムリー館長

写真－ 2　写真家　橋本直樹氏

写真－ 1　ハンカチの旅
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大
震
災
か
ら
早
く
も

７
年
を
迎
え
、
東
北
地

方
の
復
興
も
着
々
と
進

ん
で
お
り
ま
す
が
、
未

だ
、
試
験
操
業
や
不
敏

な
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
方
も
お
ら
れ

ま
す
。
い
つ
の
時
代
に

あ
っ
て
も
過
去
の
教
訓

や
こ
の
よ
う
な
話
を
通

じ
、
後
世
に
途
絶
え
る

こ
と
な
く
連
綿
と
続
い

て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
と
の
重

要
性
を
永
遠
に
語
り
継

が
れ
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
痛
感
し
て

お
り
ま
す
。

灯台の貴重な空撮ビデオを紹介します

洲埼灯台

https://youtu.be/ 
CW6p_TOpUDQ

観音埼灯台

http://youtu.be/ 
GvG0B760kYs

城ケ島灯台

http://youtu.be/
tiZZxdNhzX0

太東埼灯台

https://www.youtube.com/
watch?v=fCbTVJciH0M

勝浦灯台

http://youtu.be/
Sxnn6dxtxyo

野島埼灯台

http://youtu.be/
jgXAPWzGEjo

剱埼灯台

http://youtu.be/
u81p7Q5ik-I

湘南港灯台・江ノ島灯台

http://youtu.be/
dgx3lbx2mUk

写真－ 4　ハンカチ展示写真－5　津波記念館展示コーナー
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志
摩
と
鳥
羽
は
、
真
珠
の
よ
う
に
輝
き
に
満
ち
た
地
で
あ
っ

た
。

　

明
治
時
代
に
、
こ
の
地
で
御
木
本
幸
吉
が
真
珠
の
養
殖
に
成

功
し
、
鳥
羽
・
志
摩
は
近
代
化
の
大
き
な
発
展
の
チ
ャ
ン
ス
を

得
た
。
２
０
１
３
年
に
、
20
年
に
一
度
の
伊
勢
神
宮
の
式
年
遷

宮
が
あ
り
、
そ
の
余
韻
が
冷
め
や
ら
な
い
こ
の
地
で
、
２
０
１

６
年
に
Ｇ
7
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
が
成
功
裡
に
開
催
さ
れ
、
こ

の
地
が
世
界
に
さ
ら
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
す
ま
す

日
本
有
数
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
の
地
位
を
固
め
つ
つ
あ

る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
変
わ
り
ゆ
く
時
代
の
中
で
、
地
元
の
シ

ン
ボ
ル
を
有
効
利
用
し
、
情
報
発
信
し
続
け
、
歴
史
的
に
も
攻

め
の
姿
勢
を
貫
く
土
地
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
地
元
の

灯
台
を
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
地
域
ご
と
活
性
化
し
よ
う

と
す
る
志
摩
市
竹
内
千
尋
市
長
が
、
我
ら
が
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
・

ラ
バ
ー
ズ
（
以
下
、
ラ
バ
ー
ズ
）
を
代
表
す
る
灯
台
女
子
、
不

動
ま
ゆ
う
さ
ん
を
招
待
し
、
地
元
の
人
た
ち
を
集
め
て
講
演
会

を
行
う
と
い
う
。
こ
れ
は
、
是
非
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う

地
元
で
愛
さ
れ
る
志
摩
と
鳥
羽
の
灯
台
た
ち
に
会
い
に

　
ー
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
・
ラ
バ
ー
ズ
国
内
ツ
ア
ー
報
告
ー

一
般
会
員
　
北
　
川
　
祥
　
賢

図－ 1
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ラ
バ
ー
ズ
有
志
が
東
京
、
横
浜
、
京
都
か
ら
名
古
屋
に
集
合
し
、

ま
ゆ
う
さ
ん
も
含
め
19
名
で
２
０
１
７
年
11
月
17
日
（
金
）
に

志
摩
に
向
か
っ
た
。

　

近
鉄
特
急
で
賢
島
に
到
着
す
る
と
、
志
摩
市
役
所
観
光
商
工

課
の
天
白
さ
ん
と
岩
城
さ
ん
が
待
っ
て
お
ら
れ
た
。
講
演
会
の

前
の
時
間
を
利
用
し
て
、
ま
ず
お
二
人
に
案
内
を
お
願
い
し
、

地
元
へ
の
あ
い
さ
つ
代
わ
り
に
、
チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
バ
ス
で
大

王
埼
灯
台
と
麦
埼
灯
台
に
向
か
っ
た
（
図
─
1
）。

　

ラ
バ
ー
ズ
の
国
内
ツ
ア
ー
は
、
お
お
む
ね
年
に
1
度
実
施
さ

れ
、
神
奈
川
県
の
江
ノ
島
で
『
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
キ
ー
パ
ー
』
と

い
う
日
本
で
唯
一
の
灯
台
グ
ッ
ズ
を
専
門
的
に
販
売
す
る
雑
貨

店
の
オ
ー
ナ
ー
の
山
口
義
昭
リ
ー
ダ
ー
が
中
心
で
企
画
・
実
施

し
て
は
や
18
年
に
な
る
。
実
は
こ
の
地
で
２
０
０
８
年
に
も
、

本
ツ
ア
ー
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
自
分
は
、
２
０
０
４
年
に
こ

の
会
に
入
会
し
た
が
、
会
社
勤
め
の
身
で
あ
る
た
め
、
年
に
よ

っ
て
参
加
が
か
な
わ
な
い
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
２
０
０
８
年

に
は
参
加
で
き
た
。
そ
の
時
に
も
大
王
埼
灯
台
を
訪
ね
た
。
今

回
は
2
回
目
で
あ
る
。
ご
縁
を
感
じ
る
。

　

日
本
に
は
、
中
に
立
ち
入
り
、
登
っ
て
景
色
を
眺
め
ら
れ
る

参
観
灯
台
が
15
基
あ
る
が
、
こ
の
地
に
、
大
王
埼
灯
台
と
安
乗

埼
灯
台
の
2
基
が
あ
る
の
は
、偶
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。志
摩
・

鳥
羽
に
は
日
本
を
代
表
す
る
リ
ア
ス
式
海
岸
が
あ
り
、
険
礁
や

写真－ 1
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暗
岩
が
多
い
海
の
難
所
で
も
あ
る
。
海
の
幸
が
豊
富
な
の
で
、

そ
こ
に
多
く
の
漁
港
が
あ
り
、
日
本
の
基
幹
港
で
あ
る
名
古
屋

港
に
向
か
う
伊
勢
湾
の
入
り
口
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
灯
台
設

置
の
需
要
が
あ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
数
え
て
は
い
な

い
が
、
絶
対
数
と
密
度
と
し
て
は
、
こ
の
地
の
灯
台
数
は
半
端

な
数
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
大
王
埼
は
、
志
摩
半
島
の
南
東
端
に

位
置
す
る
。
地
名
は
大
王
町
波な

き
り切

と
い
い
、
そ
の
名
の
通
り
遠

州
灘
と
熊
野
灘
の
荒
波
を
ス
パ
ッ
と
切
り
分
け
る
よ
う
に
突
き

出
て
い
る
。
そ
の
突
端
の
海
食
台
地
の
断
崖
に
立
つ
白
亜
の
灯

台
に
、
ラ
バ
ー
ズ
全
員
で
上
っ
た
。

　

昔
か
ら
、
船
の
事
故
が
多
い
土
地
で
あ
っ
た
が
、
大
正
時
代

に
二
度
の
大
き
な
海
難
事
故
が
あ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、

こ
の
地
に
灯
台
が
建
ち
、
昭
和
2
（
１
９
２
7
）
年
10
月
に
点

灯
さ
れ
た
。突
き
出
た
岬
の
本
当
に
突
端
に
建
っ
て
い
る
の
で
、

階
段
を
上
っ
て
回
廊
に
出
る
と
３
６
０
度
眺
め
の
良
い
場
所

で
、
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
絶
景
で
あ
る
。
と
、
ブ
ー
ン
と
い
う

音
と
共
に
、黒
の
ド
ロ
ー
ン
が
海
上
の
方
か
ら
近
づ
い
て
き
た
。

な
ん
と
我
々
ラ
バ
ー
ズ
を
歓
迎
し
、
空
撮
し
よ
う
と
い
う
市
役

所
の
粋
な
計
ら
い
で
あ
っ
た
。
全
員
が
、
突
き
出
た
灯
室
前
の

回
廊
に
出
て
手
を
振
っ
た
と
こ
ろ
で
何
度
か
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
切

ら
れ
た
。
ラ
バ
ー
ズ
か
ら
も
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
カ
メ
ラ
好
き

が
、
ド
ロ
ー
ン
を
攻
撃
す
る
よ
う
に
撮
影
し
、
真
っ
向
勝
負
を

か
け
て
い
た
の
が
わ
か
る
写
真
で
あ
る
（
写
真
─
1
）。

　

ド
ロ
ー
ン
で
の
空
撮
が
手
軽
と
な
り
、
鳥
の
目
で
し
か
見
ら

れ
な
い
、
驚
く
よ
う
な
構
図
の
写
真
や
動
画
を
た
や
す
く
見
る

こ
と
が
で
き
る
時
代
に
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
歓
迎
を
う

け
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
灯
台
趣
味
が
少
し
ず
つ
世
間
で
抵
抗

な
く
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
時
代
が
変
化
し
て
き
て
い
る

こ
と
が
肌
で
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
方
、ど
の
灯
台
を
巡
っ
て
も
必
ず
飛
ん
で
い
る
ト
ン
ビ
が
、

こ
の
岬
で
も
悠
々
と
飛
翔
し
、
時
代
が
変
わ
っ
て
も
変
わ
ら
な

い
光
景
も
残
っ
て
い
た
。

　

こ
の
灯
台
の
特
徴
の
一
つ
は
、
地
元
住
民
の
居
住
区
の
近
く

に
建
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
灯
台
へ
続
く
港
か
ら
延
び
る
道

沿
い
の
土
産
物
屋
な
ど
は
、
灯
台
が
で
き
て
か
ら
建
っ
た
の
だ

ろ
う
が
、
そ
の
手
前
の
港
の
近
く
に
ひ
し
め
く
人
家
か
ら
の
距

離
が
非
常
に
近
い
の
で
あ
る
。
後
で
、
市
庁
舎
で
面
会
し
た
関

係
者
の
方
の
中
に
は
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
こ
の
灯
台
を
見
て
育

っ
た
と
い
う
方
が
い
た
。
灯
台
は
、
淋
し
い
風
景
の
中
で
、
孤

独
に
す
っ
く
と
建
つ
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
こ
こ
は
人
々
が
暮

ら
す
街
で
、
日
常
の
風
景
に
溶
け
込
み
、
夜
に
な
る
と
け
な
げ

に
働
く
姿
を
間
近
で
見
せ
て
く
れ
る
珍
し
い
灯
台
で
あ
っ
た
。

　

灯
台
の
北
寄
り
の
階
段
を
下
り
て
い
く
と
、
海
沿
い
に
波
切

神
社
が
あ
っ
た
。
こ
の
神
社
は
、
航
行
の
無
事
を
祈
る
地
元
の
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で
あ
る
。
灯
台
は
、
徒
歩
で
人
家
を
抜
け
、
背
の
低
い
常
緑
樹

の
林
を
抜
け
た
と
こ
ろ
に
建
っ
て
い
た
。
距
離
感
と
し
て
は
、

大
王
埼
灯
台
と
同
じ
く
住
宅
地
に
近
い
場
所
に
建
つ
灯
台
で
あ

る
が
、
手
前
の
林
の
中
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
手
洗
い
が
あ
る

だ
け
で
、
観
光
地
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
こ
は
参
観
灯
台

で
は
な
い
も
の
の
、
灯
台
と
海
の
間
に
は
景
色
を
ぼ
ー
っ
と
眺

め
る
こ
と
が
で
き
る
四あ

ず

阿ま
や

が
あ
り
、
そ
の
前
で
灯
台
を
バ
ッ
ク

に
メ
ン
バ
ー
全
員
で
記
念
撮
影
を
し
た
（
写
真
─
2
）。
ま
た
、

潮
風
な
ど
で
ペ
ン
キ
が
剥
げ
て
し
ま
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
最

近
で
は
珍
し
い
、
海あ

女ま

さ
ん
の
全
身
が
描
か
れ
た
記
念
撮
影
顔

出
し
の
パ
ネ
ル
も
健
在
で
あ
っ
た
。
そ
う
、
こ
こ
の
海
は
「
日

人
々
の
精
神
的
な
拠
り
所
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
購
入
で
き

る
「
み
ち
灯あ

か

り
守
」
に
は
、
投
光
す
る
大
王
埼
灯
台
の
姿
が
織

り
で
描
か
れ
て
い
た
。
波
は
切
れ
て
も
、
人
々
の
切
な
る
思
い

は
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

帰
り
は
、
神
社
か
ら
の
階
段
を
下
り
て
右
手
に
折
れ
、
内
湾

沿
い
に
歩
く
と
、
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
で
バ
ス
が
待
っ
て
い
る
駐

車
場
に
出
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
近
く
に
は
、
手
ご
ろ
な
値

段
で
真
珠
を
売
る
店
が
あ
り
、
こ
こ
に
は
表
面
全
部
を
真
珠
で

覆
わ
れ
た
贅
沢
な
灯
台
の
タ
ワ
ー
が
店
先
に
陳
列
さ
れ
て
い

た
。
店
の
中
に
は
、
客
の
姿
は
な
か
っ
た
が
、
眠
そ
う
な
猫
が

ソ
フ
ァ
ー
に
横
に
な
っ
て
あ
く
び
を
し
て
い
る
の
ど
か
な
場
所

だ
っ
た
。

　

さ
ら
に
麦
埼
灯
台
を
目
指
す
。
こ
こ
へ
行
く
た
め
に
、
賢
島

駅
近
く
の
「
サ
ミ
ッ
ト
記
念
館
」
に
も
寄
ら
ず
、
近
く
で
英
虞

湾
の
一
番
の
絶
景
が
眺
め
ら
れ
る
と
言
わ
れ
る「
横
山
展
望
台
」

も
寄
ら
な
い
こ
と
が
、
バ
ス
に
乗
っ
た
直
後
に
満
場
一
致
で
決

議
さ
れ
た
。
と
も
か
く
灯
台
一
直
線
の
同
志
で
、
メ
ン
バ
ー
に

迷
い
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

麦
埼
灯
台
は
、
地
名
は
志
摩
市
志
摩
町
で
、
東
西
に
横
た
わ

る
前
島
半
島
の
ほ
ぼ
中
央
で
南
端
に
位
置
し
、
南
の
布
施
田
水

道
（
熊
野
灘
）
を
照
ら
す
白
亜
の
大
型
灯
台
で
あ
る
。
前
回
の

ツ
ア
ー
で
は
こ
こ
に
来
て
い
な
い
の
で
、
初
め
て
出
会
う
灯
台

写真－ 2
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の
よ
う
な
灯
台
に
つ
い
て
深
い
造
詣
は
な
い
が
、
好
奇
心
だ
け

は
人
一
倍
あ
る
つ
も
り
で
あ
る
。
例
え
ば
、
灯
台
の
ボ
デ
ィ
に

つ
い
た
明
り
取
り
の
窓
の
個
性
が
好
き
で
あ
る
。
ど
な
た
が
決

め
て
い
る
の
か
、
灯
台
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
あ
る
。

　

大
王
埼
灯
台
の
窓
は
、
長
方
形
の
片
上
げ
窓
だ
っ
た
が
、
こ

の
麦
埼
灯
台
の
窓
は
、
ハ
メ
ゴ
ロ
シ
の
丸
い
潜
水
艦
の
窓
の
よ

う
な
明
り
取
り
の
た
め
の
よ
う
な
窓
で
あ
る
（
翌
18
日
に
訪
ね

た
、
安
乗
埼
灯
台
の
も
同
じ
丸
窓
で
あ
っ
た
）。
灯
台
が
好
き

だ
と
、
灯
台
の
何
か
を
見
て
、
お
か
ず
が
な
く
て
も
ご
飯
が
お

か
わ
り
で
き
る
く
ら
い
に
い
ろ
い
ろ
と
観
察
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
特
技
が
自
然
に
身
に
つ
く
の
で
あ
る
。

　

し
ば
ら
く
し
て
、
皆
で
歩
い
て
バ
ス
に
戻
っ
た
。
市
庁
舎
で

竹
内
市
長
に
会
う
時
間
ま
で
に
は
、
少
し
時
間
が
あ
る
と
い
う

の
で
、
英
虞
湾
の
景
色
を
望
む
「
桐
垣
展
望
台
」
に
立
ち
寄
っ

て
も
ら
う
こ
と
に
す
る
。

　

バ
ス
を
降
り
た
と
こ
ろ
が
、
英
虞
湾
を
見
晴
る
か
す
展
望
台

で
あ
っ
た
。
志
摩
の
展
望
台
は
、
翌
日
も
う
一
箇
所
立
ち
寄
っ

た
が
、い
ず
れ
も
そ
れ
程
高
く
な
い
山
の
頂
の
よ
う
な
場
所
で
、

不
思
議
な
こ
と
に
高
す
ぎ
ず
低
す
ぎ
ず
、
同
じ
よ
う
な
高
さ
の

場
所
が
開
け
て
い
る
の
で
、
空
も
広
く
見
え
て
そ
の
解
放
感
が

清
々
し
い
。
Ｇ
7
サ
ミ
ッ
ト
の
会
場
と
し
て
使
わ
れ
た
「
志
摩

観
光
ホ
テ
ル
」
が
正
面
の
彼
方
に
見
え
る
。
手
前
の
海
の
中
に

本
の
残
し
た
い
音
風
景
百
選
」
に
選
ば
れ
た
海
女
の
磯
笛
が
聞

こ
え
る
海
な
の
で
あ
る
。
今
は
、
海
女
漁
の
季
節
で
は
な
い
の

で
、
そ
の
音
風
景
を
体
感
す
る
こ
と
は
か
な
わ
な
か
っ
た
が
、

海
の
波
音
だ
け
が
す
る
穏
や
か
な
場
所
だ
っ
た
。
磯
笛
と
は
ど

ん
な
音
色
が
す
る
の
だ
ろ
う
。

　

灯
台
の
前
に
は
、
ず
る
ず
る
と
海
岸
に
崩
れ
る
よ
う
な
道
が

あ
り
、
灯
台
に
登
ら
な
く
と
も
景
色
は
上
々
。
澄
ん
だ
水
と
打

ち
寄
せ
る
波
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
灯
台
と
海
の
距

離
感
が
い
い
。
驚
い
た
こ
と
に
、
そ
の
海
を
30
度
ほ
ど
右
手
は

る
か
に
眺
め
れ
ば
、
岩
礁
だ
け
が
あ
る
ら
し
い
狭
い
場
所
に
1

基
海
中
に
す
っ
く
と
建
つ
小
型
の
灯
台
が
見
え
、
さ
ら
に
右
90

度
先
を
見
れ
ば
、海
岸
線
が
見
え
て
そ
こ
に
も
灯
台
が
あ
っ
た
。

ま
さ
に
ど
こ
を
向
い
て
も
灯
台
が
見
え
る
と
い
う
く
ら
い
の
密

度
の
高
さ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
左
に
２
０
０
度
く
ら
い
ぐ
る
り

と
振
り
返
れ
ば
、先
ほ
ど
の
大
王
埼
灯
台
の
姿
も
眺
め
ら
れ
た
。

　

こ
の
辺
の
岩
石
は
、
若
干
赤
み
が
か
っ
た
レ
ン
ガ
色
の
雲
母

の
よ
う
で
、
手
で
も
ボ
ロ
ボ
ロ
崩
れ
、
岬
が
で
き
る
太
古
の
昔

に
、
岩
石
同
士
が
強
い
圧
力
で
ぶ
つ
か
り
合
っ
た
場
所
の
よ
う

で
あ
っ
た
。

　

灯
台
趣
味
で
何
を
見
る
か
と
い
う
と
、
同
じ
ラ
バ
ー
ズ
で
あ

っ
て
も
、
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
注
目
す
る
ポ
イ
ン
ト
が
異
な
る

よ
う
で
あ
る
。
自
分
に
は
、
ま
ゆ
う
さ
ん
の
フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
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ご
出
身
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
同
じ
部
署
の
久
保
さ
ん
は
、
麦

埼
灯
台
の
近
く
の
ご
出
身
。
ミ
ノ
ウ
ラ
さ
ん
は
、
安
乗
埼
灯
台

の
近
く
の
ご
出
身
と
の
こ
と
で
、
め
で
た
く
志
摩
市
の
主
な
灯

台
が
す
べ
て
カ
バ
ー
で
き
る
方
々
で
市
役
所
の
チ
ー
ム
が
固
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
。
た
だ
し
、
副
市
長
の
小
山

谷
さ
ん
は
、
高
所
恐
怖
症
と
の
こ
と
で
、
灯
台
を
好
き
に
な
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
は
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が

浮
か
ぶ
筏
は
、
天
白
さ
ん
の
お
話
に
よ
れ
ば
、
真
珠
の
養
殖
が

さ
れ
て
い
る
と
い
う
（
北
に
あ
る
的
矢
湾
に
浮
か
ぶ
筏
で
は
、

牡
蠣
が
養
殖
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
場
所
を
分
け
て
海
が

利
用
さ
れ
て
い
る
）。海
が
入
り
組
ん
で
、陸
に
は
海
岸
が
な
く
、

直
ぐ
に
鬱
蒼
と
し
た
常
緑
樹
が
茂
っ
て
い
る
の
で
島
な
の
か
陸

続
き
な
の
か
が
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
れ
も
気
に
な
ら
な
く
な
る

よ
う
な
、
引
き
込
ま
れ
る
よ
う
な
景
色
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ

の
複
雑
な
風
景
の
中
に
、
他
に
は
な
い
国
立
公
園
と
し
て
の
風

格
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
た
。「
志
摩
」
は
、
ま
さ
に
「
島
」

の
地
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
の
景
色
が
如
実
に
表
現
し
て
い
た
。

　

そ
の
あ
と
移
動
し
、
い
よ
い
よ
竹
内
市
長
と
ご
面
会
す
る
た

め
に
、
市
庁
舎
を
訪
ね
た
。
竹
内
市
長
と
は
前
回
２
０
０
８
年

の
国
内
ツ
ア
ー
で
も
、
志
摩
町
長
時
代
に
お
会
い
し
て
お
り
、

安
乗
埼
灯
台
前
で
ラ
バ
ー
ズ
の
面
々
と
記
念
撮
影
し
た
写
真
が

残
っ
て
い
る
。そ
の
写
真
と
同
じ
ニ
コ
ニ
コ
顔
の
竹
内
市
長
に
、

ラ
バ
ー
ズ
が
一
人
ず
つ
手
短
に
挨
拶
し
、
竹
内
市
長
か
ら
は
来

年
（
２
０
１
８
年
）
こ
の
地
で
灯
台
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
た
い

と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
意
気
込
み
を
伺
っ
た
。
さ
ら
に
、

「
安
乗
フ
グ
」、「
伊
勢
エ
ビ
」、「
牡
蠣
」
が
地
元
の
名
産
品
と

の
お
話
を
伺
い
、
時
間
は
早
い
が
、
夕
食
の
期
待
が
否
応
な
く

高
ま
っ
た
。
そ
の
あ
と
同
席
さ
れ
た
市
の
産
業
振
興
部
の
方
々

か
ら
お
話
を
伺
っ
た
。
部
長
の
浅
野
さ
ん
が
、
大
王
町
波
切
の

少
々
あ
る
よ
う
だ

っ
た
。

　

最
後
に
竹
内
市

長
を
囲
ん
で
、
志

摩
市
の
マ
ー
ク

（
的
矢
湾
と
英
虞

湾

でShim
a

の

「
Ｓ
」
の
字
が
象

ら
れ
て
い
た
）
と

特
産
品
が
市
松
模

様
の
ボ
ー
ド
を
バ

ッ
ク
に
、
ラ
バ
ー

ズ
全
員
で
記
念
写

真
を
撮
ら
せ
て
い

た
だ
い
た
（
写
真

写真－ 3
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が
行
わ
れ
た
。
そ
の
中
で
実
際
に
大
王
埼
灯
台
が
来
年
の
灯
台

サ
ミ
ッ
ト
の
メ
イ
ン
会
場
に
も
な
る
た
め
、
灯
台
を
見
に
来
る

人
を
さ
ら
に
増
や
す
た
め
に
何
が
で
き
る
か
と
い
う
テ
ー
マ
で

話
し
合
わ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
ま
ゆ
う
さ
ん
か
ら
は
、「
灯
台

好
き
」
と
い
う
こ
と
を
「
物
好
き
」
と
い
う
好
奇
の
目
で
は
な

く
、
海
外
で
は
地
元
の
人
た
ち
が
、
自
分
た
ち
の
灯
台
を
心
か

ら
愛
し
て
お
り
、
同
じ
よ
う
に
、
志
摩
で
も
地
元
の
灯
台
に
も

っ
と
誇
り
を
持
て
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
も
高
く
な
り
、
外
か
ら
来
る
灯
台
好
き
の
ヒ
ト
を
自
然
に
歓

迎
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思
う
と
い
う
提
案
が
あ
っ
た
。
さ
ら

に
、
そ
の
た
め
に
灯
台
に
向
か
う
道
の
美
化
な
ど
に
も
っ
と
意

識
が
高
ま
れ
ば
、
旅
し
て
灯
台
を
見
に
来
る
ヒ
ト
達
を
自
然
に

歓
迎
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
さ
れ
た
。

　

会
場
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
と
意
見
が
出
て
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
。
出
席
し
た
ラ
バ
ー
ズ
の
面
々
も
、
会
場

に
多
く
の
ヒ
ト
が
集
ま
り
、ま
ゆ
う
さ
ん
の
講
演
に
耳
を
傾
け
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
さ
れ
る
熱
意
に
、
普
段
は

余
り
感
じ
る
こ
と
が
な
い
、
ご
く
普
通
の
人
々
の
静
か
な
灯
台

愛
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
来
年
こ
の
地
で

行
わ
れ
る
灯
台
サ
ミ
ッ
ト
に
も
、
熱
心
な
地
元
の
人
々
が
き
っ

と
多
く
集
ま
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

そ
の
夜
は
、
近
く
の
「
志
摩
ス
ペ
イ
ン
村
」
に
投
宿
。
19
名

─
3
）。

　

時
間
が
来
た
の
で
、
い
よ
い
よ
本
日
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の

講
演
会
会
場
に
移
動
す
る
。
場
所
は
、
バ
ス
で
5
分
ほ
ど
の
志

摩
市
商
工
会
館
で
あ
る
。
広
く
て
天
井
の
高
い
板
張
り
の
ホ
ー

ル
だ
っ
た
。

　

時
間
に
な
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
人
で
会
場
は
い
っ
ぱ
い
に
な

っ
た
。

　

ま
ず
、
ま
ゆ
う
さ
ん
か
ら
、
講
演
テ
ー
マ
の
『
灯
台
の
愛
し

方
、
楽
し
み
方
』
を
、「
灯
台
の
基
本
（
＝
基
礎
知
識
）」、「（
灯

台
の
）
三
つ
の
魅
力
」、「（
ご
自
身
で
見
て
き
た
）
海
外
の
灯
台
」

の
三
つ
の
観
点
か
ら
、
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
発
表
が
あ
っ
た
。

「
三
つ
の
魅
力
」
と
は
、
ま
ゆ
う
さ
ん
の
見
方
で
あ
る
、（
1
）

灯
台
の
近
代
建
築
物
と
し
て
の
魅
力
、（
2
）
レ
ン
ズ
・
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
の
魅
力
、（
3
）
灯
台
に
携
わ
る
人
々
の
魅
力
、
の

こ
と
で
あ
る
。
ご
自
身
の
眼
で
見
、
足
を
運
ん
だ
た
く
さ
ん
の

灯
台
と
そ
れ
に
関
係
す
る
人
々
の
素
晴
ら
し
さ
の
説
明
が
あ

り
、
美
し
い
灯
台
や
そ
の
周
り
の
見
事
な
風
景
に
は
思
わ
ず
惹

き
込
ま
れ
た
。

　

そ
の
講
演
の
あ
と
に
、
竹
内
市
長
が
司
会
者
と
な
り
、
ま
ゆ

う
さ
ん
、ラ
バ
ー
ズ
メ
ン
バ
ー
の
主
婦
代
表
の
南な

賀か

和
子
さ
ん
、

同
メ
ン
バ
ー
の
元
海
上
保
安
庁
で
灯
台
守
の
経
験
の
あ
る
玉
宮

孝
さ
ん
の
4
名
で
、
ス
テ
ー
ジ
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
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け
ら
れ
る
道
が
あ
り
、
ア
ク
セ
ス
は
よ
い
。
灯
台
へ
は
駐
車
場

か
ら
、松
に
囲
ま
れ
た
広
々
と
し
た
広
場
を
突
っ
切
っ
て
歩
く
。

そ
こ
に
足
を
踏
み
入
れ
た
先
に
灯
台
の
姿
が
視
界
に
入
る
。
こ

こ
の
灯
台
は
、
灯
塔
が
四
角
柱
で
あ
る
の
が
特
徴
。
灯
室
の
周

り
の
回
廊
も
四
角
く
な
っ
て
い
て
、
イ
タ
リ
ア
の
ジ
ェ
ラ
ー
ド

ア
イ
ス
を
載
せ
る
コ
ー
ン
の
よ
う
に
見
え
る
。
傘
を
さ
し
て
灯

台
を
目
指
す
。

　

灯
台
の
入
り
口
に
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
に
指
定
を
受
け

た
「
登
録
有
形
文
化
財
」
の
パ
ネ
ル
が
あ
り
、
そ
の
脇
に
「
は

ま
ゆ
う
の
丘
」
の
石
碑
が
建
つ
。

　

場
所
と
し
て
は
、
志
摩
半
島
の
中
央
の
的
矢
湾
の
入
り
口
の

南
の
岬
の
突
端
に
位
置
し
、
周
囲
は
大
王
埼
灯
台
と
同
じ
く
暗

礁
が
多
く
、
海
の
難
所
で
あ
る
。
こ
の
灯
台
の
歴
史
は
古
く
、

初
点
灯
は
明
治
6
（
１
８
７
３
）
年
4
月
と
い
う
か
ら
、
約
１

４
０
年
前
に
初
代
が
建
築
さ
れ
た
。
１
８
７
３
年
は
西
暦
（
グ

レ
ゴ
リ
オ
暦
）が
日
本
に
導
入
さ
れ
た
年
で
も
あ
る
。
初
代
は
、

八
角
形
木
造
で
英
国
人
技
師
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ブ
ラ
ン
ト
ン
が
指

導
し
、
日
本
で
20
数
番
目
に
で
き
た
と
い
う
。
今
の
灯
台
は
、

昭
和
23
（
１
９
４
８
）
年
8
月
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
に
改
修
さ

れ
た
が
、
灯
室
は
八
角
形
を
し
て
お
り
、
初
代
の
遺
伝
子
を
残

そ
う
い
う
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

灯
台
の
手
前
の
10
段
ほ
ど
の
階
段
を
上
り
、
入
口
に
入
る
。

ぐ
ら
い
な
ら
楽
々
飲
み
込
め
る
巨
大
な
ホ
テ
ル
で
あ
っ
た
。「
ス

ペ
イ
ン
」
で
は
あ
る
が
、
ホ
テ
ル
で
い
た
だ
い
た
食
事
は
和
風

で
、
地
元
の
美
味
し
い
海
鮮
が
並
ん
だ
。

　

三
重
県
は
、
美
味
し
い
日
本
酒
が
作
ら
れ
る
土
地
と
し
て
近

年
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。「
作
」、「
而
今
」、「
る
み
子
の
酒
」

な
ど
の
銘
柄
を
知
っ
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
そ
れ
は
メ
ニ
ュ

ー
に
は
な
か
っ
た
。
地
元
よ
り
、
む
し
ろ
自
分
が
住
む
関
東
圏

の
方
が
手
に
入
り
や
す
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

た
だ
し
、
メ
ニ
ュ
ー
に
あ
っ
た
「
宮
の
雪
」（
宮
﨑
本
店
、

四
日
市
）
は
、
初
対
面
で
あ
っ
た
が
、
調
べ
て
み
る
と
伊
勢
志

摩
サ
ミ
ッ
ト
で
提
供
さ
れ
た
日
本
酒
で
、
こ
れ
を
燗
酒
に
し
て

い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
辛
口
が
際
立
ち
、
ま
こ
と
に
し
っ
か
り

と
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
を
感
じ
る
味
わ
い
で
あ
っ
た
。

　

翌
日
は
、
予
報
の
と
お
り
雨
に
な
っ
た
。

　

風
も
な
く
シ
ト
シ
ト
と
降
る
静
か
な
雨
で
あ
っ
た
。

　

当
日
の
予
定
は
、
バ
ス
で
安
乗
埼
灯
台
へ
向
か
い
、
鳥
羽
へ

移
動
し
て
菅
島
灯
台
を
回
り
、
鳥
羽
か
ら
夕
方
の
近
鉄
特
急
で

帰
路
に
つ
く
ば
か
り
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ほ
ど
急
ぐ
旅
程
で

は
な
い
。
両
方
の
灯
台
は
前
回
２
０
０
８
年
の
ツ
ア
ー
で
も
訪

れ
て
お
り
、
今
回
は
2
回
目
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
個
性
が
あ

る
の
で
、
再
会
が
楽
し
み
で
あ
る
。

　

安
乗
埼
灯
台
も
バ
ス
が
灯
台
の
近
く
の
駐
車
場
ま
で
乗
り
付
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時
よ
り
新
し
く
格
段
に
良
く
な
っ
て
い
た
。
定
刻
の
14
時
に
出

航
。
船
の
そ
ば
を
カ
モ
メ
が
舞
い
、
雨
は
小
や
み
に
な
っ
て
い

る
が
、
や
や
靄
っ
て
、
周
囲
は
幽
玄
な
島
と
海
の
景
色
で
あ
る
。

船
は
結
構
な
ス
ピ
ー
ド
で
快
走
す
る
。
途
中
、
緑
に
点
滅
す
る

防
波
堤
灯
台
が
見
え
、
珍
し
い
の
で
写
真
に
収
め
て
い
る
間
に

菅
島
に
到
着
。

　

菅
島
灯
台
へ
は
、
港
か
ら
山
道
を
徒
歩
で
20
分
く
ら
い
か
か

る
。
途
中
、
山
道
を
抜
け
た
と
こ
ろ
で
、
灯
台
が
姿
を
現
す
。

灯
台
は
そ
ば
で
じ
っ
く
り
眺
め
る
の
も
い
い
が
、
景
色
の
中
に

溶
け
込
ん
で
立
つ
姿
も
美
し
い
と
思
う
。
黒
々
と
し
た
森
の
上

に
屹
立
す
る
丸
み
を
帯
び
た
白
い
城
の
よ
う
な
建
物
。
天
気
が

悪
い
せ
い
か
昼
間
な
の
に
、
す
で
に
点
灯
し
て
い
る
の
が
分
か

る
。
そ
こ
か
ら
、
さ
ら
に
6
、
7
分
ほ
ど
歩
く
と
正
面
に
灯
台

が
全
身
を
現
す
。
灯
台
へ
続
く
通
路
が
舗
装
さ
れ
、
前
回
来
た

時
よ
り
も
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　

菅
島
灯
台
は
、
初
点
が
明
治
6
（
１
８
７
３
）
年
7
月
で
、

安
乗
埼
灯
台
と
同
じ
く
ブ
ラ
ン
ト
ン
の
指
導
で
建
造
さ
れ
た
。

特
徴
と
し
て
、
地
元
の
瓦
屋
が
焼
い
た
白
煉
瓦
で
造
ら
れ
て
い

て
、
現
在
は
日
本
で
最
古
の
煉
瓦
造
り
灯
台
で
あ
る
。
灯
塔
は

円
柱
で
、
大
き
な
分
銅
の
よ
う
な
独
特
の
ど
っ
し
り
と
し
た
安

定
感
が
あ
る
。
白
く
き
れ
い
に
塗
装
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
こ

も
近
年
有
形
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
た
か
ら
か
も
し
れ
な

朝
早
い
時
間
な
の
で
、
他
に
観
光
客
は
い
な
い
。
灯
塔
の
中
の

階
段
も
内
側
が
四
角
な
の
で
踊
り
場
が
あ
り
、
ゆ
っ
た
り
し
て

登
り
や
す
い
。
最
後
は
、
Ｌ
Ｕ

－

Ｍ
型
灯
器
を
見
て
、
回
廊
に

出
る
こ
と
が
で
き
る
。
雨
な
の
で
、
傘
を
さ
す
。
堤
防
が
突
き

出
た
先
に
も
灯
台
が
見
え
る
。
全
体
に
景
色
が
霞
ん
で
い
る
。

傘
が
風
に
取
ら
れ
る
の
で
、
や
む
を
得
ず
す
ぐ
に
降
り
る
こ
と

に
し
た
。

　

こ
の
灯
台
の
そ
ば
に
も
四
阿
が
あ
る
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

灯
台
の
右
手
の
海
の
そ
ば
で
、
そ
こ
か
ら
や
や
見
上
げ
る
よ
う

に
眺
め
る
灯
台
の
姿
が
美
し
い
。
こ
の
灯
台
が
紹
介
さ
れ
る
と

き
の
写
真
で
有
名
な
場
所
で
あ
る
。
そ
の
場
所
に
も
立
っ
て
し

ば
し
灯
台
と
対
峙
す
る
。

　

広
場
に
戻
っ
て
、左
手
に
灯
台
資
料
館
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
、

灯
台
に
以
前
設
置
さ
れ
て
い
た
4
等
の
フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
や
、

初
代
の
木
造
灯
台
の
1
／
3
の
模
型
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
の
あ
と
、
バ
ス
に
戻
り
、
的
矢
湾
大
橋
た
も
と
の
展
望
台

か
ら
的
矢
湾
の
景
色
を
眺
め
、
昼
食
の
後
、
菅
島
灯
台
に
向
か

う
た
め
に
、
志
摩
を
後
に
鳥
羽
に
移
動
し
た
。
菅
島
へ
は
鳥
羽

の
佐
田
浜
港
か
ら
市
営
の
定
期
船
で
約
20
分
で
渡
る
こ
と
が
で

き
る
。
鳥
羽
マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
待
合
室
で
、
菅
島
灯
台
の

案
内
を
し
て
い
た
だ
け
る
予
定
の
、
地
元
の
海
上
保
安
部
交
通

課
の
北
島
大
輔
さ
ん
に
お
会
い
す
る
。
連
絡
船
は
前
回
に
来
た
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い
。
北
島
さ
ん
が
灯
台
の
入
り
口
の
扉
を
開
け
て
く
れ
る
。
皆

で
灯
台
の
中
に
入
り
、
窓
を
見
、
灯
器
を
眺
め
、
回
廊
に
も
出

た
。
こ
の
灯
台
の
窓
は
、
片
上
げ
窓
で
あ
っ
た
が
、
大
王
埼
灯

台
よ
り
大
き
く
正
方
形
に
近
か
っ
た
。
ガ
ラ
ス
の
真
ん
中
に
木

の
仕
切
り
が
あ
り
、
外
か
ら
見
る
と
正
方
形
に
近
い
木
枠
が
十

字
に
仕
切
ら
れ
て
見
え
て
、
そ
れ
が
、
入
口
の
上
方
の
正
面
に

一
つ
だ
け
あ
る
た
め
に
、
何
か
イ
ワ
ク
あ
り
げ
な
エ
ン
ブ
レ
ム

の
よ
う
に
見
え
た
。
塔
そ
の
も
の
は
、
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
け

れ
ど
、
高
台
に
建
っ
て
い
る
の
で
眺
め
は
極
め
て
良
い
。
た
だ

し
、天
候
の
せ
い
で
海
が
暗
く
灰
色
だ
っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
。

　

思
い
思
い
に
、
灯
台
の
中
と
周
囲
を
見
て
回
り
、
灯
台
の
世

界
に
浸
る
。
灯
台
の
前
の
空
き
地
は
灯
台
守
た
ち
が
暮
ら
し
た

官
舎
跡
で
あ
る
。
そ
こ
の
草
む
ら
に
最
近
で
は
珍
し
い
カ
タ
ツ

ム
リ
が
角
を
出
し
て
い
た
。

　

最
後
に
皆
で
灯
台
を
バ
ッ
ク
に
記
念
撮
影
し
（
写
真
─
4
）、

帰
路
に
つ
い
た
。
帰
り
は
別
の
ル
ー
ト
で
、道
が
急
だ
っ
た
が
、

近
道
だ
っ
た
の
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
港
に
着
い
た
。
暖
か
い

待
合
室
で
腰
か
け
た
時
に
は
、
ほ
っ
と
し
た
。

　

ラ
バ
ー
ズ
は
な
ぜ
こ
ん
な
に
灯
台
が
好
き
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

同
じ
灯
台
を
二
度
見
て
も
、
そ
こ
に
新
し
い
発
見
が
あ
る
こ

と
が
今
回
わ
か
っ
た
。
季
節
や
天
候
が
変
わ
れ
ば
、
周
り
の
風

景
や
空
の
様
子
や
色
が
異
な
り
、
灯
台
が
見
せ
る
表
情
が
変
わ

る
楽
し
み
も
想
像
で
き
る
。

　

一
方
で
、
周
囲
の
景
色
に
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、
建
造
物

と
し
て
は
強
固
に
大
地
に
屹
立
し
、
見
に
行
く
も
の
の
期
待
を

裏
切
る
こ
と
が
ま
ず
な
い
安
心
感
が
あ
る
。

　

灯
台
は
、
非
日
常
の
世
界
に
建
っ
て
い
る
と
思
う
。
灯
台
守

が
居
た
時
代

は
、
灯
台
守

に
と
っ
て
灯

台
は
日
常
の

存
在
で
あ
っ

た
は
ず
だ

が
、
ラ
バ
ー

ズ
と
い
う
趣

味
人
の
立
場

で
、
日
中
は

白
亜
の
（
あ

る
い
は
縞
模

様
の
）
姿
を

見
、
夜
に
な

る
と
光
を
放

つ
姿
を
見
る

だ
け
で
、
自

写真－ 4
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分
が
日
常
の
世
界
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
来
て
い
る
こ
と
を
簡

単
に
自
覚
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
灯
台
が
あ
る
場
所
に
来
て
、

し
ば
ら
く
の
時
間
を
過
ご
す
こ
と
に
そ
れ
だ
け
の
価
値
が
あ
る

と
思
う
。

　

日
常
か
ら
少
し
距
離
を
置
い
て
、
何
か
を
考
え
る
時
間
が
少

な
か
ら
ず
あ
る
、そ
こ
に
建
っ
て
い
る
の
が
灯
台
な
の
だ
ろ
う
。

風
雨
風
雪
に
耐
え
、
船
を
守
る
と
い
う
使
命
を
持
ち
な
が
ら
、

自
己
主
張
せ
ず
、
静
か
に
そ
び
え
た
ち
、
夜
は
静
か
に
点
灯
す

る
姿
に
何
か
言
い
よ
う
の
な
い
頼
も
し
さ
を
感
じ
な
い
人
は
い

な
い
だ
ろ
う
。
人
間
は
せ
わ
し
な
い
日
常
の
中
だ
け
に
、
延
々

と
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
は
苦
痛
を
感
じ
る
。
そ
ん
な
時
に
、

無
意
識
に
灯
台
好
き
は
灯
台
を
見
に
行
く
の
だ
ろ
う
な
。
な
ど

ど
、
ま
と
ま
り
の
つ
か
な
い
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
16
時
15
分

発
の
鳥
羽
行
き
の
船
を
待
っ
た
。

　

機
会
が
あ
れ
ば
、
ま
た
是
非
今
回
訪
れ
た
灯
台
に
会
い
に
、

さ
ら
に
、
ラ
バ
ー
ズ
の
面
々
に
も
会
う
た
め
に
ツ
ア
ー
に
参
加

し
た
い
と
思
う
。

　

本
年
（
２
０
１
８
年
）
志
摩
で
あ
る
と
い
う
灯
台
サ
ミ
ッ
ト

も
、
今
か
ら
楽
し
み
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
、
拙
文
を
書
く
機
会
を
与
え
て
く
だ

さ
っ
た
山
口
リ
ー
ダ
ー
と
燈
光
の
関
係
者
の
方
に
心
よ
り
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

灯台の貴重な空撮ビデオを紹介します

大王埼灯台

https://youtu.be/
Pfe2eeomOm0

掛塚灯台

https://www.youtube.com/
watch?v=gzVPHzt9eBo

安乗埼灯台

https://youtu.be/ 
eo1AyvYQ1GQ

爪木埼灯台

http://youtu.be/
BM0RWtMr-mM

石廊埼灯台

http://youtu.be/
p4EGO2R_7wY

清水灯台

https://youtu.be/ 
8haa5tWEmJk

御前埼灯台

http://youtu.be/
uWCKfrhhwwI

禄剛埼灯台

https://www.youtube.com/
watch?v=IGWdgmqp5DY
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大
き
な
タ
イ
ト
ル
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

文
学
的
に
も
、
歴
史
的
に
も
武
蔵
に
特
別
に
興
味
を
持
っ
た

こ
と
も
な
く
武
蔵
の
歴
史
小
説
で
名
高
い
吉
川
英
治
の
「
宮
本

武
蔵
」
は
私
の
生
家
の
本
棚
に
は
並
ん
で
い
た
の
で
す
が
手
に

取
り
開
い
た
記
憶
も
あ
り
ま
せ
ん
。
加
藤
清
正
が
築
い
た
武
者

返
し
の
石
垣
で
有
名
な
熊
本
城
。
天
守
閣
の
す
ぐ
北
側
に
鬼
門

と
し
て
歴
史
的
に
閉
じ
ら
れ
て
い
た
「
不
開
門
（
あ
か
ず
の
も

ん
）」
が
あ
り
ま
す
。
私
が
小
学
生
の
こ
ろ
は
開
か
れ
て
お
り
、

お
城
の
武
者
返
し
の
石
垣
に
取
り
つ
く
様
な
急
な
坂
道
を
登
り

城
門
を
く
ぐ
り
城
内
に
入
り
ま
し
た
。あ
ま
り
に
急
な
坂
道
で
、

連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
太
っ
た
伯
父
は
息
を
切
ら
し
て
い
ま
し

て
、
私
が
大
き
な
お
尻
を
押
し
な
が
ら
登
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
城
門
が
肥
後
、
細
川
藩
主
に
武
蔵
が
仕
え
、
役
目
と

し
て
警
備
に
あ
た
っ
た
「
不
開
門
」
で
あ
る
こ
と
な
ど
知
る
由

も
な
く
。

　

ま
た
、生
涯
の
夢
を
育
む
青
春
時
代
。
夏
目
漱
石
の
小
説「
草

枕
」
に
出
て
く
る
峠
の
茶
屋
ま
で
主
人
公
と
同
じ
道
順
で
歩
こ

う
と
い
う
こ
と
で
友
人
に
誘
わ
れ
、
は
い
て
い
た
下
駄
ば
き
の

ま
ま
で
（
高
校
時
代
か
ら
校
風
が
バ
ン
カ
ラ
で
通
学
に
は
よ
く

下
駄
ば
き
で
し
た
）
歩
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
道
順
が
「
武
蔵

終
命
の
地
」
と
言
わ
れ
る
霊
巌
洞
へ
武
蔵
も
通
っ
た
道
で
あ
る

こ
と
な
ど
つ
ゆ
と
も
知
ら
ず
。

　

下
宿
屋
の
そ
ば
の
肥
後
細
川
家
が
城
主
で
あ
っ
た
熊
本
城
の

桜
は
満
開
を
す
ぎ
若
草
色
の
梢
が
ち
ら
ほ
ら
、
生
涯
の
道
を
導

い
た
海
上
保
安
学
校
燈
台
科
へ
の
入
学
、
桜
前
線
を
追
い
越
し

て
京
都
舞
鶴
へ
。
東
舞
鶴
の
静
か
す
ぎ
る
街
並
み
か
ら
見
た
舞

鶴
湾
は
泳
ぐ
魚
の
群
れ
が
見
え
て
い
て
透
き
通
っ
て
い
ま
し

た
。

　

入
学
式
が
済
み
、
徒
手
訓
練
を
終
え
た
後
の
海
上
保
安
官
の

制
服
で
の
初
め
て
の
外
出
日
、
町
中
に
あ
る
舞
鶴
田
辺
城
は
や

っ
と
到
達
し
た
桜
前
線
の
真
っ
只
中
、
満
開
の
桜
で
迎
え
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
の
舞
鶴
田
辺
城
は
、
細
川
家
の
元
居
城
で
あ
っ

た
こ
と
は
案
内
で
目
に
し
ま
し
た
。

　

学
校
の
厳
し
い
規
則
に
も
慣
れ
た
夏
休
み
の
前
、
市
外
地
外

出
許
可
を
得
て
先
輩
卒
業
生
が
残
し
た
ぼ
ろ
自
転
車
に
乗
っ

て
、
仲
間
数
人
で
福
井
県
高
浜
へ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
途
中
で
読

ん
で
字
の
ご
と
く
美
し
い
砂
浜
に
出
く
わ
し
海
に
飛
び
込
ん
だ

久
美
浜
。
細
川
家
の
筆
頭
家
老
、
松
井
家
が
久
美
浜
城
主
で
あ

巌
流
島
灯
台
が
導
い
た
丈
夫
、

武
蔵
と
の
出
会
い

普
通
会
員
　
岩
　
尾
　
亮
　
二
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っ
た
こ
と
な
ど
知
る
由
も
な
く
、
当
然
に
細
川
、
松
井
家
に
関

す
る
武
蔵
、
小
次
郎
の
巌
流
島
の
決
闘
に
結
び
つ
く
こ
と
も
な

く
、
す
れ
違
い
の
ま
ま
。

　

あ
え
て
記
憶
に
残
っ
た
武
蔵
と
の
出
会
と
言
え
ば
。

　

小
学
2
、
3
年
生
の
時
と
思
い
起
こ
し
ま
す
が
、
月
刊
漫
画

に
「
漫
画
王
」
と
言
う
本
が
あ
り
、
山
、
川
で
の
遊
び
大
好
き
、

勉
強
は
そ
っ
ち
の
け
の
私
に
少
し
で
も
活
字
に
興
味
を
向
か
わ

せ
る
た
め
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
、
元
小
学
校
教
師
の
母
親
が
、

本
に
親
し
む
た
め
に
漫
画
で
も
と
言
う
思
い
で
、
一
の
返
事
で

買
っ
て
く
れ
て
い
た
の
を
思
い
だ
し
ま
す
。

　

そ
の
漫
画
王
に
宮
本
武
蔵
の
連
載
が
あ
り
ま
し
た
。

　

漫
画
王
の
武
蔵
は
…

　
旅
を
続
け
る
中
、
か
た
き
討
ち
の
老
婆
が
色
々
な
場
面

で
現
れ
ま
す
。

　
鉢
巻
を
し
、
息
子
ら
し
い
若
者
の
力
を
借
り
な
が
ら
切

り
付
け
る
老
婆
の
刃
か
ら
軽
く
身
を
か
わ
し
、
老
婆
の
手

元
を
優
し
く
握
り
絞
め
ま
す
。

　
刀
を
取
り
上
げ
、
体
を
大
切
に
す
る
よ
う
に
論
旨
な
が

ら
、
刀
を
返
し
鞘
に
納
め
さ
せ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
心
優
し
い
武
蔵
像
で
し
た
。

　

次
に
武
蔵
と
の
出
会
と
言
え
ば
、
子
育
て
時
代
の
30
歳
台
、

今
で
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
に
取
っ
て
変
わ
っ
て
廃
止
と
な
り
ま

し
た
が
、
当
時
は
船
舶
、
航
空
機
に
広
く
使
わ
れ
て
い
た
唯
一

の
汎
世
界
的
航
法
シ
ス
テ
ム
の
対
馬
オ
メ
ガ
局
勤
務
、
3
年
目

を
迎
え
異
動
の
時
期
と
な
っ
た
早
春
。

　

次
の
勤
務
は
「
海
上
保
安
学
校
の
教
官
」
と
言
う
上
司
の
耳

打
ち
に
、
困
っ
た
な
、
困
っ
た
な
と
思
い
な
が
ら
「
マ
ッ
ク
ス

ウ
エ
ル
の
電
磁
方
程
式
」を
紐
解
い
て
い
た
私
へ
の
内
示
は「
関

門
航
路
標
識
事
務
所
、
信
号
課
、
第
二
整
備
係
長
」
新
設
の
係

り
で
、
北
九
州
の
工
業
の
中
心
、
洞
海
湾
の
船
舶
通
航
を
司
る

牧
山
船
舶
通
航
信
号
所
及
び
若
松
港
内
交
通
管
制
室
の
通
信
機

器
及
び
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
船
舶
レ
ー
ダ
ー
映
像
デ
ー
タ

ー
処
理
装
置
の
整
備
業
務
。
関
門
海
峡
全
域
の
船
舶
通
航
管
制

処
理
装
置
の
試
験
運
用
を
兼
ね
た
機
器
整
備
と
レ
ー
ダ
ー
デ
ー

タ
ー
処
理
装
置
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
メ
ー
カ
ー
と
共
に
担
当
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
同
時
に
信
号
課
の
中
心
業
務
は
関
門
航

路
の
潮
流
の
速
度
と
方
向
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
解
析
し
通
航

船
舶
に
電
光
表
示
板
及
び
ラ
ジ
オ
放
送
で
知
ら
せ
る
と
共
に
、

付
帯
業
務
と
し
て
関
門
海
峡
の
航
路
標
識
の
灯
火
の
監
視
も
行

っ
て
お
り
、
関
門
橋
の
橋
脚
、
橋
梁
が
枠
を
切
り
取
っ
た
よ
う

に
見
え
る
巌
流
島
灯
台
は
双
眼
鏡
で
直
接
監
視
し
て
い
ま
し

た
。
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巌
流
島
灯
台
は
瀬
戸
内
海
か
ら
南
東
水
道
に
至
り
、
関
門
海

峡
を
東
口
か
ら
西
口
に
抜
け
玄
界
灘
に
至
る
船
舶
に
と
っ
て
は

要
衝
の
指
標
で
す
が
、
よ
く
よ
く
船
舶
は
見
誤
り
、
下
関
側
の

小
瀬
戸
の
海
峡
の
入
り
江
に
入
り
、
座
礁
し
ま
す
。
関
門
海
峡

は
一
般
的
に
は
皆
さ
ん
あ
ま
り
認
識
が
薄
い
の
で
す
が
、
航
空

写
真
で
示
し
ま
す
よ
う
に
彦
島
を
挟
む
小
瀬
戸
と
大
瀬
戸
の
二

重
の
瀬
戸
の
流
れ
で
九
州
と
本
州
を
分
け
て
い
ま
す
。
そ
の
小

瀬
戸
の
方
へ
入
り
込
み
座
礁
す
る
の
で
す
。
そ
の
小
瀬
戸
へ
の

出
入
口
に
蓋
を
す
る
よ
う
に
舟
島
こ
と
巌
流
島
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
「
舟
島
こ
と
巌
流
島
」
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
ま
し

ょ
う
。
武
蔵
が
小
次
郎
と
戦
っ
た
戦
国
の
世
の
時
代
、
巌
流
島

は
舟
島
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
は
小
説
や
文
献
に
、
よ
く
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。
舟
島
は
下

関
の
港
か
ら
約
５
０
０
メ
ー

タ
ー
く
ら
い
沖
に
あ
る
島

で
、
開
発
が
進
ん
で
い
な
い

明
治
初
期
の
海
図
を
見
ま
す

と
長
さ
１
０
０
メ
ー
タ
ー

強
、
幅
５0
メ
ー
タ
ー
く
ら
い

の
砂
浜
も
有
る
か
無
い
か
細

長
い
島
で
、
小
説
、
映
画
な

ど
で
描
か
れ
る
武
蔵
、
小
次

郎
の
砂
浜
で
の
決
闘
が
ほ
ん

と
に
行
わ
れ
た
の
か
疑
問
に

思
え
る
よ
う
な
小
さ
い
島
で

す
。
今
の
巌
流
島
は
、
埋
め

立
て
と
造
成
が
進
み
彦
島
の

す
ぐ
目
の
前
、
平
坦
で
一
辺

写真－ 1　平成に入ってからの関門海峡

図－ 1　関門海峡海図

下関市
六連島灯台

部埼灯台
小瀬戸

北九州市

彦島 巌流島

下関市

門司区

下関市街

六連島灯台

巌流島灯台彦島
部埼灯台

早鞆瀬戸小瀬戸

大瀬戸
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木
小
次
郎
の
魂
の
怨

念
が
船
舶
を
小
瀬
戸

に
導
き
座
礁
さ
せ
ま

し
た
」
等
の
当
直
交

代
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
潮
流
信
号

所
勤
務
、
牧
山
船
舶

通
航
信
号
所
レ
ー
ダ

ー
管
制
の
勤
務
は
、

わ
ず
か
1
年
少
々
で

終
わ
り
、
関
門
海
峡

の
小
倉
側
、壇
ノ
浦
、

巌
流
島
を
目
の
前
に

見
下
ろ
す
事
が
出
来
ま
す
第
七
管
区
海
上
保
安
本
部
の
灯
台
部

勤
務
と
な
り
佐
々
木
小
次
郎
の
魂
に
導
か
れ
座
礁
す
る
船
舶
を

５
年
間
見
続
け
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
各
地
の
転
勤
を
重
ね
、
13
年
後
、
関
門
航
路
標
識
事

務
所
へ
の
再
度
の
辞
令
を
頂
き
ま
す
。

　

着
任
し
ま
す
と
船
舶
が
見
誤
っ
て
い
た
巌
流
島
灯
台
は
役
目

を
終
え
、
船
舶
の
安
全
航
路
の
誘
導
の
機
能
が
優
れ
た
下
関
第

二
導
灯
が
整
備
さ
れ
役
目
を
譲
っ
て
い
ま
す
。

　

佐
々
木
小
次
郎
の
魂
の
気
持
ち
も
治
ま
っ
た
の
か
乗
揚
げ
事

が
２
０
０
メ
ー
ト
ル
以
上
の
三
角
形
の
島
と
な
り
大
き
く
様
相

を
変
え
て
い
ま
す
。

　

決
闘
の
時
、
武
蔵
は
下
関
の
舟
問
屋
に
宿
泊
し
て
小
舟
に
乗

っ
て
舟
島
に
渡
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
巌
流
」
は
、
豊
前
国

細
川
藩
に
仕
え
て
い
た
小
次
郎
の
武
術
の
流
派
の
名
で
あ
り
小

次
郎
に
由
来
す
る
名
前
で
す
。
普
通
で
あ
れ
ば
、
勝
っ
た
武
蔵

の
流
派
に
由
来
す
る
「
円
明
島
」
と
か
、武
蔵
の
武
術
の
銘
「
二

天
一
流
」
に
由
来
す
る
「
二
天
島
」
と
呼
ば
れ
て
い
て
も
い
い

よ
う
な
気
も
致
し
ま
す
が
…
…
。

　

下
関
で
暮
ら
し
て
い
て
気
付
い
た
の
で
す
が
、
当
地
で
は
判

官
び
い
き
な
の
か
巌
流
小
次
郎
が
長
門
の
国
隣
、
周
防
岩
国
の

出
身
と
言
わ
れ
て
い
る
か
ら
な
の
か
小
次
郎
の
話
題
が
多
く
現

在
の
御
土
産
品
等
の
名
前
も
武
蔵
よ
り
小
次
郎
に
軍
配
が
上
が

り
ま
す
。
舟
島
が
何
時
の
時
代
か
ら
巌
流
島
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
か
定
か
で
あ
り
ま
せ
ん
が
、
武
蔵
と
小
次
郎
の
戦

い
の
語
り
草
の
中
で
、
長
門
の
国
で
人
気
の
あ
る
小
次
郎
に
由

来
す
る
名
前
、
巌
流
島
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
…
…
。

　

話
を
戻
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
巌
流
島
灯
台
を
見
誤
り
船
舶
が

座
礁
し
ま
す
と
、
潮
流
信
号
所
の
当
直
交
代
の
引
き
継
で
は
、

冗
句
を
交
え
ま
し
て
「
ま
た
佐
々
木
小
次
郎
が
船
を
引
き
込
み

貨
物
船
座
礁
、
巌
流
島
灯
台
灯
火
は
正
常
」
つ
ま
り
、「
佐
々

写真－ ２　在りし日の巌流島灯台

下関市街
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大
瀬
戸
を
通
峡
す
る
時
に
船
舶
事
故
が
発
生
し
な
け
れ
ば
い
い

な
、
小
次
郎
の
魂
も
穏
や
か
で
あ
れ
ば
い
い
な
…
と
言
う
思
い

で
し
た
。

　

仕
事
真
面
目
と
言
え
ば
聞
こ
え
が
い
い
の
で
す
が
、
9
年
間

も
巌
流
島
を
目
前
に
し
て
い
な
が
ら
宮
本
武
蔵
に
つ
い
て
は
小

学
生
の
時
に
読
ん
だ
漫
画
の
世
界
の
ま
ま
に
。

　

そ
し
て
退
官
、
生
ま
れ
故
郷
熊
本
、
八
代
の
地
に
根
を
お
ろ

し
て
み
ま
す
と
、
昔
の
故
郷
と
は
大
き
く
大
き
く
変
わ
っ
て
い

ま
す
。
特
に
、
九
州
三
大
祭
り
の
一
つ
と
言
わ
れ
、
笠
鉾
が
ユ

ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産
に
指
定
さ
れ
た
妙
見
祭
。
私
が
小
さ
い

頃
は
、
激
し
い
祭
り
で
妙
見
神
社
へ
の
参
拝
客
は
御
神
酒
の
あ

が
っ
た
飾
り
馬
か
ら
追
わ
れ
田
ん
ぼ
の
あ
ぜ
道
を
逃
げ
回
る
よ

う
な
祭
り
で
し
た
が
、
実
に
品
が
良
く
な
っ
て
お
り
衣
装
も
昔

の
姿
に
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
の
故
郷
音
痴
に
気
づ
い
た
高
校
時
代
の
同
級
生
が
早
速
誘

っ
て
く
れ
た
の
が
、「
八
代
歴
史
文
化
研
究
会
」正
式
名
称
は「
笹

の
会
」
細
川
家
の
豊
前
か
ら
肥
後
へ
の
転
封
と
共
に
肥
後
国
へ

来
ら
れ
、
八
代
城
主
に
な
ら
れ
た
肥
後
藩
筆
頭
家
老
松
井
家
の

家
紋
「
笹
の
紋
」
に
由
来
す
る
会
の
名
前
で
、
八
代
の
歴
史
を

学
び
八
代
松
江
城
の
城
主
で
あ
っ
た
松
井
家
の
伝
統
に
由
来
す

る
諸
行
事
を
勉
強
し
支
え
る
会
で
す
。

　

そ
こ
で
松
井
家
の
古
文
書
、
文
化
財
を
管
理
し
て
い
る
一
般

法
人
松
井
文
庫
に
巡
り
合
い
、
八
代
の
歴
史
、
文
化
を
身
近
に

故
は
無
く
な
り
ま
し
た
。
更
に
、
当
時
は
灯
台
部
の
組
織
整
備

が
大
き
く
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
て
、
航
路
標
識
事
務
所
を
廃
止

し
航
行
援
助
セ
ン
タ
ー
へ
の
組
織
整
備
の
真
っ
只
中
。
関
門
航

路
標
識
事
務
所
の
勤
務
も
1
年
間
で
終
わ
り
、
門
司
海
上
保
安

部
航
行
援
助
セ
ン
タ
ー
へ
の
転
勤
と
な
り
ま
す
。

　

着
任
し
た
航
行
援
助
セ
ン
タ
ー
の
執
務
室
の
窓
か
ら
は
、
更

に
巌
流
島
は
目
の
前
。
巌
流
島
は
以
前
よ
り
観
光
名
所
と
な
っ

て
い
ま
し
て
定
期
観
光
船
も
就
航
し
、
沢
山
の
方
が
訪
れ
る
島

と
な
り
、
巌
流
島
灯
台
の
基
礎
部
は
観
光
客
用
の
眺
望
ス
テ
ー

ジ
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
仕
事
す
る
傍
ら
振
り
向
き
、
そ

の
眺
望
ス
テ
ー
ジ
の
観
光
客
の
人
影
も
見
え
る
ほ
ど
で
す
。
巌

流
島
に
沢
山
の
方
々
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
「
小
次
郎
」
も
気

持
ち
が
治
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
座
礁
す
る
船
舶
も
な
く
な

り
ま
し
た
。

　

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
関
門
海
峡
で
通
算
9
年
間
、
私
の

39
年
間
の
海
上
保
安
庁
生
活
の
中
で
約
４
分
の
1
が
関
門
海
峡

に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
勤
務
し
て
い
た
当
時
、

よ
く
耳
に
し
ま
し
た
言
葉
が
、
関
門
海
峡
の
物
流
は
日
本
経
済

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
お
い
て
20
パ
ー
セ
ン
ト
に
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う

重
要
性
。
海
峡
の
瀬
戸
内
海
側
、
南
東
水
道
に
は
冬
季
か
ら
初

春
に
か
け
て
よ
く
霧
が
発
生
し
ま
す
。

　

何
隻
も
の
通
峡
船
舶
が
霧
笛
を
「
長
ー
く
」
鳴
ら
し
な
が
ら

霧
の
中
に
微
か
な
船
影
を
残
し
早
鞆
瀬
戸
か
ら
巌
流
島
の
前
、
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希
を
迎
え
武
蔵
が
残
し
た
歴
史
に
出
会
い
、
そ
の
幸
を
チ
ョ
ッ

ト
だ
け
つ
ま
み
食
い
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
今
ま
で
各
地
を

転
勤
す
る
中
、
沢
山
の
す
れ
違
い
が
あ
り
色
々
な
出
会
い
が
あ

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
活
字
嫌
い
、
本
嫌
い
、
好
き
な
こ

と
は
、
海
、
山
、
川
で
の
遊
び
。
そ
の
遊
び
で
の
出
会
い
。

　

宮
古
島
ロ
ラ
ン
局
勤
務
地
で
の
ス
キ
ュ
ー
バ
ー
中
、
サ
メ
と

の
出
会
い
。
５
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
サ
ン
ゴ
礁
の
向
こ
う
で
冷
た

い
細
い
芽
で
私
を
見
て
悠
々
と
体
を
曲
結
わ
せ
て
去
っ
て
い
き

ま
し
た
。

　

長
島
デ
ッ
カ
局
で
の
マ
ム
シ
と
の
出
会
い
、
足
を
か
ま
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

対
馬
オ
メ
ガ
局
で
の
身
軽
で
愛
く
る
し
い
対
馬
テ
ン
と
の
出

会
い
。

　

奄
美
大
島
「
曾
津
髙
埼
灯
台
」
で
の
怖
い
、
怖
い
ハ
ブ
と
の

出
会
い
。

　

都
井
岬
灯
台
で
の
可
愛
い
、
可
愛
い
ウ
リ
坊
と
の
出
会
い
、

何
時
も
眠
た
そ
う
な
眼
差
し
で
草
を
食
ん
で
い
た
岬
馬
と
の
出

会
い
。

　

関
門
海
峡
で
楽
し
そ
う
に
群
れ
て
泳
ぐ
イ
ル
カ
と
の
出
会

い
。

　

古
希
半
ば
に
至
り
体
力
に
限
り
を
覚
え
る
今
、
武
蔵
と
の
出

会
い
で
好
き
で
な
か
っ
た
活
字
、
本
に
向
か
い
筆
を
取
っ
て
み

ま
し
た
。

接
し
体
験
す
る
中
、
宮
本
武
蔵
が
残
し
た
絵
画
、
歴
史
的
書
き

物
、
武
具
等
が
八
代
に
所
在
す
る
こ
と
を
知
る
と
同
時
に
巌
流

島
で
の
決
闘
で
関
門
海
峡
を
小
舟
で
渡
り
な
が
ら
櫓
を
削
っ
て

木
刀
を
作
り
佐
々
木
小
次
郎
と
戦
っ
た
と
言
う
武
闘
家
「
宮
本

武
蔵
」
と
は
違
っ
た
「
絵
師
」「
工
芸
士
」
に
加
え
「
儒
学
者
」

と
言
え
る
よ
う
な
「
武
蔵
」
の
遺
品
、
作
品
に
出
会
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
加
え
て
、
小
説
、
資
料
な
ど
を
読
ん
で
み
ま
す

と
、
武
蔵
に
つ
い
て
諸
説
万
乱
、
出
身
地
も
諸
説
あ
り
、
年
齢

さ
え
も
定
か
で
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
も
、
江
戸
時
代
に
花
が
咲

き
ま
し
た
庶
民
文
化
と
し
て
の
講
談
、
落
語
、
歌
舞
伎
等
で
針

小
棒
大
に
語
ら
れ
た
こ
と
に
起
因
す
る
よ
う
で
す
。も
と
も
と
、

文
学
等
に
お
き
ま
し
て
縁
が
薄
く
浅
学
で
あ
り
「
宮
本
武
蔵
」

を
語
る
力
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
最
近
の
著
書
で
「
世
の

武
蔵
も
の
は
八
代
を
見
落
と
し
て
い
る
」
や
「
熊
本
か
ら
遡
ら

な
い
と
本
当
の
武
蔵
は
判
ら
な
い
」
等
の
記
述
も
見
ら
れ
、
古

希
を
迎
え
た
今
、
八
代
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
武
蔵
の
歴
史
の
一

端
や
、
保
存
さ
れ
て
い
る
絵
画
、
工
芸
品
、
古
文
書
等
の
紹
介

書
籍
を
紐
解
い
て
い
ま
す
。
忘
れ
物
も
多
く
な
っ
た
老
人
の
所

作
で
あ
り
不
十
分
は
承
知
の
上
、
宮
本
武
蔵
が
な
ぜ
熊
本
に
縁

が
あ
っ
た
の
か
を
切
り
口
に
武
蔵
の
熊
本
を
遡
っ
て
み
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

巌
流
島
灯
台
と
の
出
会
で
興
味
を
持
ち
始
め
、
灯
台
の
仕
事

を
終
了
し
、
故
郷
「
八
代
」
に
根
を
お
ろ
し
、
還
暦
を
過
ぎ
古



—  34  —

７　
中
波
の
再
編
成

　

中
波
に
よ
る
無
線
方
位
信
号
所
は
、
平
成
3
年
度
に
は
4７
局

あ
っ
た
が
、
中
波
電
波
は
、
全
国
で
限
ら
れ
た
周
波
数
を
使
用

す
る
こ
と
か
ら
、
混
信
を
避
け
る
た
め
に
電
波
の
発
射
時
間
を

割
当
て
て
業
務
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
２
～
3
局
か
ら
同
一
の

周
波
数
が
順
次
送
信
さ
れ
る
方
式
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
中
波
に
よ
る
船
舶
気
象
通
報
は
、
１
時
間
に
4
～
５
回

通
報
さ
れ
る
が
、
利
用
者
か
ら
は
通
報
回
数
の
増
加
を
要
望
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
方
式
で
は
こ
れ
に
応
え
る
こ
と
が
出

来
な
い
こ
と
、
ま
た
、
中
波
電
波
を
用
い
た
測
位
の
方
法
が
こ

れ
ま
で
の
船
舶
の
高
速
化
に
追
従
し
な
く
な
っ
た
こ
と
、
将
来

導
入
さ
れ
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
Ｄ
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
デ
ー
タ
通

報
用
周
波
数
と
し
て
世
界
的
に
航
行
援
助
に
使
用
さ
れ
て
い
る

中
波
標
識
の
電
波
を
使
用
す
る
こ
と
が
勧
告
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
を
見
直
し
各
局
が
常
時
電
波
を
発
射
す
る
方
式
に

変
更
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

航
　
路
　
標
　
識
　
と
　
気
　
象
　
観
　
測
　（
そ
の
6
）

�

普
通
会
員
　
門
　
田
　
雅
　
康

　

こ
の
た
め
に
は
、
周
波
数
の
再
構
築
を
行
う
必
要
が
あ
り
、

平
成
4
年
度
の
整
備
工
事
で
、
全
国
の
中
波
無
線
方
位
信
号
所

の
再
編
成
（
廃
止
又
は
電
波
型
式
、
空
中
線
電
力
、
通
報
時
刻

及
び
通
報
時
間
の
変
更
）
が
行
わ
れ
、
中
波
電
波
を
使
用
す
る

無
線
方
位
信
号
所
4７
局
中
２９
局
を
廃
止
し
、
さ
ら
に
中
波
電
波

の
有
効
利
用
を
図
る
見
地
か
ら
、
中
波
を
利
用
し
た
船
舶
気
象

通
報
も
、
こ
れ
ま
で
の
１
時
間
に
4
～
５
回
の
通
報
か
ら
、
常

時
気
象
情
報
を
通
報
す
る
方
式
に
変
更
し
た
。

　

全
国
の
中
波
無
線
方
位
信
号
所
の
再
編
成
が
行
わ
れ
た
こ
と

か
ら
所
要
の
改
正
（
平
成
4
年
１０
月
２８
日
海
上
保
安
庁
告
示
第

１
２
０
号
）
を
行
っ
た
。

　

そ
の
内
容
は
、
襟
裳
岬
、
野
島
埼
及
び
足
摺
岬
の
中
波
に
よ

る
気
象
通
報
を
廃
止
し
、
松
前
、
尻
屋
埼
、
金
華
山
、
犬
吠
埼
、

大
王
埼
、
室
戸
岬
、
軸
倉
島
及
び
都
井
岬
の
通
報
内
容
を
変
更

し
、
焼
尻
島
、
龍
飛
埼
、
魹
ケ
埼
及
び
石
廊
埼
各
無
線
方
位
信

号
所
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
灯
台
か
ら
の
通
報
に

変
更
し
た
。
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況
を
問
い
合
わ
せ
る
事
例
が
あ
り
、
そ
れ
へ
の
対
応
が
航
路
標

識
業
務
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
り
、
昭
和
５９
年
度
の
管
区

監
理
課
長
会
議
に
お
い
て
船
舶
気
象
通
報
の
電
話
に
よ
る
問
い

合
わ
せ
に
対
す
る
解
決
策
と
し
て
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
導

入
が
議
論
さ
れ
、
気
象
庁
等
関
係
官
庁
と
協
議
の
結
果
、
そ
れ

ま
で
の
船
舶
気
象
通
報
の
延
長
と
し
て
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
こ
と
と
し
、
昭
和
６１
年
か
ら
襟
裳
岬
、
大
王
埼
、
足
摺
岬

（
室
戸
岬
を
含
む
）、
萩
（
見
島
・
若
宮
・
三
島
）
及
び
舳
倉
島

に
お
い
て
、
既
定
経
費
に
よ
り
試
行
的
に
、
テ
ー
プ
に
よ
る
録

音
方
式
で
自
動
応
答
装
置
を
設
置
し
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
に

よ
る
情
報
の
提
供
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
出
港
前
あ
る
い
は
無
線
の
サ
ー
ビ
ス
範

囲
外
か
ら
も
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら
利
用
度
数
は
年
を
追
っ
て

増
加
し
、
特
に
、
軸
倉
島
に
お
い
て
は
気
象
が
西
か
ら
変
わ
っ

て
く
る
こ
と
か
ら
、
新
潟
方
面
の
利
用
が
増
加
し
た
。
１
回
線

で
始
め
た
サ
ー
ビ
ス
も
話
中
が
多
く
な
り
、
回
線
を
逐
次
増
加

さ
せ
、
平
成
６
年
度
末
に
は
６
回
線
で
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

る
。

　

ま
た
、
萩
に
お
い
て
は
、
開
始
当
時
よ
り
利
用
数
が
多
く
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
お
い
て
昭
和
６１
年
８
月
１８
日
に
１
回
線
の
増
設
、
昭

和
６3
年
６
月
７
日
に
２
回
線
の
増
設
を
行
っ
て
い
る
実
績
が
あ

っ
た
。

　

ま
た
、
釧
路
埼
か
ら
中
波
を
利
用
し
た
気
象
通
報
を
開
始
、

潮
岬
に
お
い
て
電
話
に
よ
る
気
象
通
報
を
開
始
し
、
気
圧
の
単

位
を
「
ミ
リ
バ
ー
ル
」
か
ら
「
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
」
に
変
更
し

た
。

　

再
編
後
の
中
波
無
線
方
位
信
号
所
は
１８
箇
所
で
あ
り
、
そ
の

う
ち
船
舶
気
象
通
報
を
行
う
局
は
、都
井
岬
無
線
方
位
信
号
所
、

室
戸
岬
無
線
方
位
信
号
所
、
大
王
埼
無
線
方
位
信
号
所
、
犬
吠

埼
無
線
方
位
信
号
所
、
金
華
山
無
線
方
位
信
号
所
、
尻
屋
埼
無

線
方
位
信
号
所
、
釧
路
埼
無
線
方
位
信
号
所
、
舳
倉
島
無
線
方

位
信
号
所
、
松
前
無
線
方
位
信
号
所
の
９
箇
所
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
船
舶
に
搭
載
す
る
中
波
送
受
信
設
備
は
、
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ

Ｓ
条
約
の
改
正
に
伴
い
、
平
成
１１
年
２
月
１
日
以
降
、
搭
載
義

務
が
な
く
な
る
こ
と
か
ら
平
成
１６
年
２
月
に
中
波
無
線
標
識
局

を
廃
止
す
る
こ
と
と
な
り
、
平
成
１８
年
９
月
舳
倉
島
の
廃
止
を

も
っ
て
中
波
電
波
に
よ
る
気
象
通
報
を
終
了
し
た
。

　

な
お
、
中
波
無
線
標
識
局
の
送
信
装
置
は
、
平
成
９
年
以
降
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
局
の
補
正
情
報
を
送
信
す
る
デ
ィ
フ
ァ
レ
ン
シ
ャ
ル
Ｇ

Ｐ
Ｓ
局
と
し
て
運
用
さ
れ
て
い
る
。

８　
船
舶
気
象
通
報
の
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
化

　

一
方
、
船
舶
気
象
通
報
は
無
線
を
使
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
あ

る
が
、
気
象
通
報
を
行
っ
て
い
た
灯
台
等
に
電
話
で
気
象
の
状
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び
六
島
の
、
平
成
５
年
２
月
２６
日
か
ら
は
潮
岬
の
、
同
年
７
月

１
日
か
ら
は
江
埼
に
お
い
て
江
埼
及
び
地
蔵
埼
の
、
平
成
６
年

１０
月
５
日
か
ら
釧
路
港
で
の
そ
れ
ぞ
れ
電
話
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
し
た
。

　

平
成
3
年
4
月
１
日
か
ら
津
軽
海
峡
の
気
象
通
報
の
集
中
化

及
び
電
話
の
サ
ー
ビ
ス
を
正
式
の
業
務
と
し
て
開
始
す
る
こ
と

か
ら
船
舶
気
象
通
報
規
程
を
改
正
し
た
。

平
成
３
年
３
月
３０
日　
海
上
保
安
庁
告
示
第
８１
号

　

第
１
条
中
「
か
ら
無
線
電
話
」
を
「
又
は
航
路
標
識
事
務
所

か
ら
無
線
電
話
又
は
電
話
（
そ
の
交
換
に
関
す
る
事
務
が
日
本

電
信
電
話
株
式
会
社
の
事
務
所
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限

る
。
以
下
同
じ
。）」
に
改
め
る
。

　

第
２
条
の
見
出
し
を
「（
無
線
電
話
に
よ
る
気
象
通
報
）」
に

改
め
、
同
条
中
「
気
象
通
報
を
行
う
」
を
「
無
線
電
話
に
よ
り

気
象
通
報
を
行
う
」
に
、「
別
表
」
を
「
別
表
第
１
」
に
改
め
る
。

　

第
3
条
第
１
項
中
「
別
表
」
を
「
別
表
第
１
及
び
別
表
第
２
」

に
改
め
、「
２
回
く
り
返
し
て
」
を
削
り
、
同
条
第
２
項
中
「
１

の
航
路
標
識
」の
下
に「
又
は
航
路
標
識
事
務
所
」を
加
え
、「
連

続
し
た
も
の
を
２
回
く
り
返
し
て
」
を
「
連
続
し
て
」
に
改
め
、

同
条
を
第
4
条
と
し
、
第
２
条
の
次
に
次
の
１
条
を
加
え
る
。

（
電
話
に
よ
る
気
象
通
報
）

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
海
上
保
安
庁
と
し
て
は
回
線
の
増
設
は
Ｎ

Ｔ
Ｔ
に
お
い
て
行
わ
せ
る
考
え
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
本
社
と
折
衝
し
た

が
、
採
算
が
合
わ
な
い
と
し
て
全
国
的
な
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
よ
る
回
線

増
設
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

こ
の
船
舶
気
象
通
報
の
開
始
に
伴
い
、昭
和
６１
年
２
月
１５
日
、

保
灯
監
第
５4
号
「
船
舶
気
象
通
報
の
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
実
施

要
領
（
試
行
）」
を
制
定
し
、
昭
和
６１
年
4
月
１
日
か
ら
試
行

的
に
開
始
し
た
。

　

船
舶
気
象
通
報
の
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
は
、
船
舶
だ
け
で
な

く
、
港
湾
工
事
業
者
、
官
庁
及
び
レ
ジ
ャ
ー
関
係
者
に
と
っ
て

非
常
に
有
効
な
も
の
と
な
り
、
回
線
の
増
設
だ
け
で
な
く
新
規

の
サ
ー
ビ
ス
を
求
め
る
声
が
多
く
、
昭
和
６3
年
５
月
１
日
か
ら

は
都
井
岬
に
お
い
て
都
井
岬
及
び
佐
多
岬
の
、
平
成
元
年
4
月

１
日
か
ら
新
潟
ロ
ラ
ン
に
お
い
て
沢
崎
鼻
及
び
弾
埼
の
、
同
１０

月
１
日
か
ら
は
観
音
埼
に
お
い
て
観
音
埼
、
伊
豆
大
島
、
洲
埼
、

劒
埼
、
本
牧
、
東
京
十
三
号
地
の
、
平
成
２
年
3
月
６
日
か
ら

は
小
樽
に
お
い
て
積
丹
岬
、
焼
尻
島
の
、
平
成
3
年
4
月
１
日

か
ら
は
三
国
に
お
い
て
経
ケ
岬
の
、
及
び
津
軽
海
峡
に
お
い
て

集
中
化
さ
れ
た
船
舶
気
象
通
報
と
し
て
松
前
、
恵
山
岬
、
龍
飛

岬
及
び
尻
屋
埼
に
お
い
て
松
前
、
恵
山
岬
、
龍
飛
岬
、
大
間
埼

及
び
尻
屋
埼
の
、
平
成
4
年
２
月
１
日
か
ら
は
男
鹿
に
お
い
て

入
道
埼
の
、
青
ノ
山
に
お
い
て
青
ノ
山
、
下
津
井
、
地
蔵
埼
及
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（
内
容
記
載
省
略
）

　

一
方
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
、
平
成
4
年
２
月
１
日
か

ら
舳
倉
島
の
電
話
回
線
の
増
設
が
、
輪
島
局
か
ら
舳
倉
島
Ｎ
Ｔ

Ｔ
無
線
局
間
が
回
線
満
杯
の
た
め
、
提
供
場
所
を
舳
倉
島
か
ら

輪
島
航
路
標
識
事
務
所
に
変
更
し
回
線
増
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
平
成
５
年
７
月
１
日
か
ら
デ
ッ
カ
局
の
廃
止
、
ロ
ラ

ン
Ｃ
局
の
導
入
に
伴
い
ロ
ラ
ン
局
を
ロ
ラ
ン
Ｃ
局
と
ロ
ラ
ン
Ａ

局
に
分
け
た
関
係
か
ら
三
国
デ
ッ
カ
局
を
三
国
航
路
標
識
事
務

所
に
、
新
潟
ロ
ラ
ン
局
を
新
潟
ロ
ラ
ン
Ａ
局
に
変
更
し
、
さ
ら

に
平
成
７
年
２
月
１
日
か
ら
三
国
を
敦
賀
に
統
廃
合
す
る
整
備

の
関
係
か
ら
、
組
織
整
備
に
先
行
し
て
三
国
を
敦
賀
に
変
更
し

た
。

　
「
船
舶
気
象
通
報
の
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
実
施
要
領（
試
行
）」

は
新
規
サ
ー
ビ
ス
開
始
に
合
わ
せ
逐
次
所
要
の
改
正
が
な
さ
れ

た
。
平
成
元
年
頃
か
ら
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
効
果
は

大
き
く
、
そ
れ
ま
で
は
試
行
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ

る
が
、
今
後
の
整
備
を
考
え
正
規
業
務
と
し
て
実
施
す
る
こ
と

の
検
討
が
行
わ
れ
、
津
軽
海
峡
の
気
象
通
報
の
集
中
化
及
び
電

話
で
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
か
ら
正
式
の
業
務
と
し
て
開
始
す
る
こ

と
と
し
、
船
舶
気
象
通
報
規
程
を
改
正
（
平
成
3
年
3
月
3０
日

海
上
保
安
庁
告
示
第
８１
号
）
し
、
平
成
元
年
3
月
１８
日
に
「
船

舶
気
象
通
報
の
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
実
施
要
領
」
と
し
て
試
行

第
3
条 　

電
話
に
よ
り
気
象
通
報
を
行
う
航
路
標
識
又
は
航

路
標
識
事
務
所
の
名
称
並
び
に
気
象
通
報
に
使
用
す

る
電
話
番
号
並
び
に
気
象
観
測
を
行
う
航
路
標
識
の

名
称
及
び
通
報
事
項
は
、
別
表
第
２
の
と
お
り
と
す

る
。

別
表
を

無
線
電
話
に
よ

り
気
象
通
報
を

行
う
航
路
標
識

の
名
称

呼
出

名
称

電
波の型

式
空
中
線

電
力

周
波
数

通
報
時
刻

及
び

通
報
時
間

気
象
観

測
を
行

う
航
路

標
識
の

名
称

通
報

事
項

（
内
容
記
載
省
略
）

　

に
改
め

　

同
表
備
考
中
「
第
3
条
第
２
項
」
を
「
第
4
条
第
２
項
」
に

改
め
る
。

　

別
表
を
別
表
第
１
と
し
、同
表
の
次
に
次
の
１
表
を
加
え
る
。

別
表
第
２
（
第
3
条
関
係
）

電
話
に
よ
り
気
象
通
報
を
行
う

航
路
標
識
又
は
航
路
標
識
事
務

所
の
名
称

電
話
番
号

気
象
観
測
を
行
う

航
路
標
識
の
名
称

通
報
事
項
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井
岬
灯
台
ほ
か
3
灯
台
の
合
計
２９
箇
所
に
整
備
さ
れ
７4
箇
所
で

観
測
し
た
気
象
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
た
。

9　
Ｄ
Ｇ
Ｐ
Ｓ
タ
イ
プ
１6
に
よ
る
通
報
の
追
加

　

中
波
電
波
を
利
用
し
た
Ｄ
Ｇ
Ｐ
Ｓ
は
、
平
成
９
年
3
月
２２
日

か
ら
、
大
王
埼
及
び
剱
埼
で
開
始
さ
れ
、
平
成
１０
年
4
月
１
日

か
ら
金
華
山
ほ
か
１１
局
、
平
成
１１
年
4
月
１
日
か
ら
宗
谷
岬
ほ

か
１4
局
で
運
用
を
開
始
し
た
。

　

平
成
１６
年
１１
月
１
日
か
ら
中
波
電
波
を
利
用
し
た
Ｄ
Ｇ
Ｐ
Ｓ

の
情
報
の
一
部
と
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
タ
イ
プ
１６
で
気
象
情
報
を

通
報
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

各
Ｄ
Ｇ
Ｐ
Ｓ
通
報
箇
所
か
ら
送
信
さ
れ
る
気
象
観
測
箇
所
数

は
最
大
６
箇
所
で
デ
ー
タ
は
５
分
間
隔
で
提
供
3０
分
に
一
回
更

新
さ
れ
た
。

　

Ｄ
Ｇ
Ｐ
Ｓ
局
は
、
松
前
、
積
丹
岬
、
釧
路
埼
、
宗
谷
岬
、
網

走
、
尻
屋
埼
、
金
華
山
、
犬
吠
埼
、
浦
安
、
剱
埼
、
八
丈
島
、

名
古
屋
、
大
王
埼
、
江
埼
、
室
戸
岬
、
瀬
戸
、
大
浜
、
若
宮
、

大
瀬
埼
、
丹
後
、
浜
田
、
舳
倉
島
、
都
井
岬
、
吐
噶
喇
中
之
島
、

八
重
瀬
、
宮
古
島
の
２７
箇
所
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
中
波
で
開
始
さ
れ
た
船
舶
気
象
通
報
は
そ
の

後
の
中
短
波
で
の
通
報
、
無
線
電
話
化
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

の
導
入
等
の
整
備
、
中
波
電
波
で
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
情
報
と
し
て
気
象

か
ら
正
規
業
務
と
し
て
開
始
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
正
式
に
整
備
を
行
い
平
成
９
年
3
月
現
在
２０
箇
所

で
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
た
が
、
こ
の
中
に
は
当
初
の
既
定
経

費
で
導
入
し
た
も
の
が
残
さ
れ
て
お
り
、
対
大
蔵
省
へ
の
説
明

に
は
使
え
な
い
こ
と
か
ら
、
逐
次
整
備
費
を
か
け
て
正
式
の
テ

レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
ヘ
移
行
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
８
年
度
航
路
整
備
事
業
費
に
お
い
て
船
舶
気
象

通
報
の
整
備
が
運
輸
省
の
重
要
事
項
と
し
て
決
定
さ
れ
、
平
成

９
年
4
月
１
日
か
ら
下
田
（
御
前
埼
、
石
廊
埼
、
伊
豆
大
島
）、

御
前
埼
（
御
前
埼
、
石
廊
埼
）、
鹿
児
島
（
都
井
岬
、
佐
多
岬
）

及
び
宮
古
島
（
平
久
保
埼
、
池
間
島
）
で
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

及
び
Ｆ
Ａ
Ｘ
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。

　

そ
の
後
も
逐
次
整
備
が
行
わ
れ
平
成
１3
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

航
路
標
識
事
務
所
（
７4
箇
所
）
と
海
上
保
安
部
（
６６
箇
所
）
の

統
合
な
ど
も
あ
り
平
成
１５
年
4
月
１
日
に
は
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
第
十
一
管
区
海
上
保
安
本
部
、
石
垣
海
上
保
安
部
ほ

か
２５
保
安
部
、
今
治
船
舶
通
航
信
号
所
ほ
か
4
通
航
信
号
所
、

宮
古
島
航
路
標
識
事
務
所
ほ
か
５
事
務
所
、
都
井
岬
灯
台
ほ
か

１3
灯
台
の
合
計
５２
箇
所
に
整
備
さ
れ
９０
箇
所
で
観
測
し
た
気
象

デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
た
。

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
サ
ー
ビ
ス
は
、
第
十
一
管
区
海
上
保
安
本
部
、
名
瀬

海
上
保
安
部
ほ
か
２２
保
安
部
、
宮
古
島
航
路
標
識
事
務
所
、
都
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通
報
を
行
う
航
路
標
識
又
は
航
路
標
識
事
務
所
の
名
称
、
気
象

通
報
に
使
用
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ

ス
並
び
に
気
象
観
測
を
行
う
航
路
標
識
の
名
称
及
び
通
報
事
は

別
表
第
四
の
と
お
り
と
す
る
。

別
表
第
四

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

よ
り
気
象
通
報
を

行
う
航
路
標
識
又

は
航
路
標
識
事
務

所
等
の
名
称

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア

ド
レ
ス

気
象
観
測
を
行
う

航
路
標
識
名
称

通
報
事
項

浜
田
海
上
保
安
部
（
省
略
）

魚
待
鼻
灯
台

観
測
時
刻
、
観
測

場
所
、
風
向
、
風

速

石
見
大
崎
鼻
灯
台
観
測
時
刻
、
観
測

箇
所
、
風
向
、
風

速
、
気
圧

出
雲
日
御
碕
灯
台
観
測
時
刻
、
観
測

箇
所
、
風
向
、
風

速

敦
賀
海
上
保
安
部
（
省
略
）

経
ケ
岬
灯
台

観
測
時
刻
、
観
測

箇
所
、
風
向
、
風

速
、
気
圧

立
石
埼
灯
台

観
測
時
刻
、
観
測

場
所
、
風
向
、
風

速

越
前
岬
灯
台

　

平
成
１4
年
3
月
２０
日
に
は
、
鹿
児
島
海
上
保
安
部
、
油
津
海

デ
ー
タ
の
通
報
と
拡
充
さ
れ
て
い
っ
た
。

１０　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
気
象
デ
ー
タ
の
提
供

　

平
成
１3
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
航
路
標
識
事
務
所
（
７4
箇
所
）

と
海
上
保
安
部
（
６６
箇
所
）
の
統
合
に
あ
わ
せ
て
整
備
さ
れ
て

き
た
沿
岸
域
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
）
の
整
備
完
了

に
伴
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
気
象
デ
ー
タ
の
提
供
を
開
始

す
る
こ
と
と
な
り　

船
舶
気
象
通
報
規
程
の
一
部
改
正
が
行
わ

れ
た
。

　

海
上
保
安
庁
告
示　

第
44
号

　

船
舶
気
象
通
報
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う

に
定
め
、
平
成
１4
年
２
月
１５
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

船
舶
気
象
通
報
規
程（
昭
和
２９
年
海
上
保
安
庁
告
示
第
１
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
一
条
中
「
又
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
」
を
「
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

又
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
に
改
め
る
。

　

第
五
条
第
一
項
中
「
及
び
別
表
第
三
」
を
「
、
別
表
第
三
及

び
第
四
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
条
と
す
る
。

　

第
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
気
象
通
報
）

　

第
五
条　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
・
ペ
ー
ジ
に
よ
り
気
象
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ミ
リ
番
号
又
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ

ス
」
を
加
え
、「
通
報
事
項
」
を
「
観
測
種
目
」
に
改
め
る
。

　

 　

な
ど
の
改
正
の
ほ
か
に
別
表
第
一
及
び
第
二
を
改
め

　

 　

無
線
電
話
に
よ
り
気
象
通
報
を
行
う
航
路
標
識
と
し
て
、

１
６
７
０
・
５
ｋ
Ｈ
ｚ
で
、
宮
古
島
Ｄ
Ｇ
Ｐ
Ｓ
局
、
慶
佐
次

ロ
ラ
ン
Ｃ
局
、
都
井
岬
無
線
方
位
信
号
所
、
足
摺
岬
無
線
方

位
信
号
所
、
室
戸
岬
無
線
方
位
信
号
所
、
大
阪
港
船
舶
通
航

信
号
所
、
潮
岬
無
線
方
位
信
号
所
、
大
王
埼
無
線
方
位
信
号

所
、
石
廊
埼
灯
台
、
八
丈
島
無
線
方
位
信
号
所
、
野
島
埼
無

線
方
位
信
号
所
、
犬
吠
埼
無
線
方
位
信
号
所
、
金
華
山
無
線

方
位
信
号
所
、
魹
ケ
埼
灯
台
、
尻
屋
埼
無
線
方
位
信
号
所
、

襟
裳
岬
無
線
方
位
信
号
所
、
釧
路
埼
無
線
方
位
信
号
所
、
女

島
灯
台
、
若
宮
灯
台
、
琴
埼
灯
台
、
見
島
灯
台
、
多
古
鼻
灯

台
、
越
前
岬
灯
台
、
舳
倉
島
無
線
方
位
信
号
所
、
粟
島
灯
台
、

入
道
埼
無
線
方
位
信
号
所
、
龍
飛
埼
灯
台
、
積
丹
岬
無
線
方

位
信
号
所
、
焼
尻
島
灯
台
の
２９
箇
所

　
 　

同
じ
く
中
波
電
波
の
無
線
電
話
に
よ
り
、
都
井
岬
無
線
方

位
信
号
所
、
室
戸
岬
無
線
方
位
信
号
所
、
大
王
埼
無
線
方
位

信
号
所
、
犬
吠
埼
無
線
方
位
信
号
所
、
金
華
山
無
線
方
位
信

号
所
、
尻
屋
埼
無
線
方
位
信
号
所
、
釧
路
埼
無
線
方
位
信
号

所
、
舳
倉
島
無
線
方
位
信
号
所
、
松
前
無
線
方
位
信
号
所
の

９
箇
所

上
保
安
部
、
鳥
羽
海
上
保
安
部
、
室
蘭
海
上
保
安
部
と
整
備
さ

れ
、
逐
次
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
の
情
報
の
一
部
と
し
て
名
瀬
海
上
保
安
部

な
ど
２９
箇
所
か
ら
、
１
３
１
箇
所
で
の
観
測
結
果
が
提
供
さ
れ

て
い
る
。

　

さ
ら
に
航
路
標
識
事
務
所
の
統
合
な
ど
に
よ
り
規
定
の
一
部

を
改
正
し
て
い
る
。

　

海
上
保
安
庁
告
示　

第
１
１
９
号

　

船
舶
気
象
通
報
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う

に
定
め
平
成
１７
年
4
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
１７
年
4
月
１９
日

　
　
　

船
舶
気
象
通
報
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

　

 　

船
舶
気
象
通
報
規
程
（
昭
和
２９
年
海
上
保
安
庁
告
示
第
一

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

 　

第
一
条
中
「
航
路
標
識
事
務
所
、」
を
削
り
、「
航
路
標
識

事
務
所
等
」
を
「
海
上
保
安
部
等
に
」
改
め
る
。

　

 　

第
二
条
中
「
通
報
事
項
」
を
「
観
測
種
目
」
に
改
め
る
。

　

 　

第
三
条
の
見
出
し
中
。「
電
話
」
の
下
に
「
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
」
を
加
え
、
同
条
中
「
電
話
」

の
下
に
「
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
又
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」
を
加
え
「
航
路
標
識
事
務
所
等
」
を
「
海
上
保

安
部
等
」
に
改
め
、「
電
話
番
号
」
の
下
に
「
、
フ
ァ
ク
シ
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施
す
る
情
報
提
供
業
務
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
、
船
舶

気
象
通
報
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
が
平
成
２０
年
２
月
２２

日
に
出
さ
れ
て
い
る

　

海
上
保
安
庁
告
示
第
５６
号

　

船
舶
気
象
通
報
規
定
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う

に
定
め
、
平
成
２０
年
１
月
3１
日
か
ら
施
行
す
る
、

　

船
舶
気
象
通
報
規
定
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

　

船
舶
気
象
通
報
規
程（
昭
和
２９
年
海
上
保
安
庁
告
示
第
１
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
一
条
中
「
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
」
を
削
る
。

　

第
三
条
の
見
出
し
中
「
電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
」
を
「
電
話
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

に
改
め
、
同
条
中
「
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
」
及
び
「
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
番
号
」
を
削
る
。

１１　
波
高
観
測
の
自
動
化

　

昭
和
4５
年
１０
月
か
ら
、
三
島
（
は
ぎ
み
し
ま
）
で
海
底
に
波

高
計
を
設
置
し
、
萩
航
路
標
識
事
務
所
か
ら
遠
隔
で
波
高
を
観

測
す
る
試
験
を
行
い
、
昭
和
4６
年
4
月
１
日
か
ら
正
式
に
業
務

を
開
始
し
た
。

　

そ
の
後
、
若
宮
、
上
対
馬
に
も
設
置
し
、
昭
和
4７
年
度
に
は

積
丹
岬
に
も
設
置
さ
れ
た
。

　

電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
又
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
よ
り
気
象
通
報
を
行
う
航
路
標
識
又
は
海
上
保
安
等
と

し
て
、
電
話
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

第
十
一
管
区
海
上
保
安
本
部
、
石
垣
、
鹿
児
島
、
油
津
、
高
知
、

大
分
、
門
司
、
徳
山
、
広
島
、
呉
、
松
山
、
今
治
、
尾
道
、
玉

野
、
高
松
、
小
松
島
、
神
戸
、
大
阪
（
監
）、
鳥
羽
、
四
日
市
、

下
田
、
横
須
賀
、
横
浜
、
東
京
、
千
葉
、
銚
子
、
茨
城
、
福
島
、

塩
釜
、
八
戸
、
室
蘭
、
釧
路
、
根
室
、
紋
別
、
三
池
、
長
崎
、

佐
世
保
、
対
馬
、
福
岡
、
若
松
、
仙
崎
、
浜
田
、
境
、
舞
鶴
、

敦
賀
、
七
尾
、
伏
木
、
新
潟
、
酒
田
、
秋
田
、
青
森
、
函
館
、

小
樽
、
留
萌
各
保
安
部
の
５4
箇
所
で

　

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
は
、
下
田
、
室
蘭
、
釧
路
、
根
室
、
紋
別
、

境
、
函
館
、
小
樽
、
留
萌
各
保
安
部
の
９
箇
所
で

　

電
話
の
み
は
、
今
治
船
舶
通
航
信
号
所
、
青
ノ
山
船
舶
通
航

信
号
所
、
江
埼
船
舶
通
航
信
号
所
、
潮
岬
灯
台
、
尾
鷲
海
上
保

安
部
、
伊
良
湖
岬
船
舶
通
航
信
号
所
、
御
前
埼
灯
台
、
観
音
埼

船
舶
通
航
信
号
所
、
野
島
埼
灯
台
、
犬
吠
埼
灯
台
、
西
郷
岬
灯

台
、
弾
埼
灯
台
、
龍
飛
埼
灯
台
、
鴎
島
灯
台
の
１4
箇
所
で
提
供

さ
れ
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
又
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

船
舶
気
象
通
報
は
、
平
成
２７
年
１０
月
か
ら
、
海
上
保
安
庁
が
実
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信
号
所
の
６
箇
所
に
整
備
さ
れ
て
、
計
２２
箇
所
で
自
動
化
さ
れ

て
い
る
。

　

目
視
観
測
と
し
て
唯
一
、
大
阪
船
舶
通
航
信
号
所
の
１
箇
所

が
残
っ
て
お
り
、
合
計
２3
箇
所
で
波
高
デ
ー
タ
が
提
供
さ
れ
て

い
る
。

１2　
気
象
情
報
提
供
の
終
了

　

平
成
２７
年
１０
月
か
ら
、
海
上
保
安
庁
が
実
施
す
る
情
報
提
供

業
務
に
つ
い
て
、
交
通
政
策
審
議
会
の
中
に
航
路
標
識
・
情
報

提
供
等
小
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
業
務
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
さ
れ
た
。
こ
の
検
討
の
結
果
、
利
用
率
が
著
し
く
低
下
し
て

い
る
情
報
提
供
手
段
の
廃
止
や
集
約
整
理
を
行
う
方
針
が
決
定

さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
、
全
国
２９
箇
所
の
中
波
電
波
（
１
６
７

０
・
５
ｋ
Ｈ
ｚ
）
の
船
舶
気
象
通
報
局
、
全
国
２７
箇
所
の
デ
ィ

フ
ァ
レ
ン
シ
ャ
ル
Ｇ
Ｐ
Ｓ
か
ら
の
タ
イ
プ
１６
に
よ
る
気
象
デ
ー

タ
の
提
供
を
止
め
る
こ
と
と
な
り
平
成
２８
年
９
月
3０
日
に
廃
止

さ
れ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
海
底
に
設
置
し
た
波
高
計
の
維
持
は
困
難

を
極
め
た
の
で
、
平
成
１１
年
度
か
ら
１５
年
度
に
か
け
て
、
海
上

保
安
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
で
レ
ー
ダ
ー
を
使
用
し
た
波
高
観
測

に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
っ
た
結
果
、
レ
ー
ダ
ー
で
得
ら
れ
た

波
高
値
を
風
向
・
風
速
で
補
正
す
る
こ
と
に
よ
り
実
用
化
で
き

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
平
成
１６
年
3
月
２０
日
か
ら
大
王
埼
灯
台

で
、
同
年
4
月
１
日
か
ら
都
井
岬
灯
台
の
２
箇
所
で
運
用
を
開

始
し
た
。

　

こ
の
波
高
計
の
整
備
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
目
視
に
よ
る

波
・
う
ね
り
の
観
測
が
自
動
化
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
職
員
の
配

置
が
必
要
な
く
な
り
、
直
接
管
理
が
解
消
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
利
用
者
か
ら
航
路
近
傍
に
お
け
る
波
高
デ
ー
タ
の

要
望
も
あ
り
、
平
成
２６
年
3
月
か
ら
灯
浮
標
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
波
高
計

を
設
置
し
て
、
Ａ
Ｉ
Ｓ
デ
ー
タ
と
し
て
通
報
を
開
始
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
、
平
成
２９
年
4
月
現
在
、
レ
ー
ダ
ー
波
高
計

が
、
神
威
岬
、
襟
裳
岬
、
尻
屋
埼
、
龍
飛
埼
、
金
華
山
、
犬
吠

埼
、
野
島
埼
、
八
丈
島
、
大
王
埼
、
潮
岬
、
都
井
岬
、
大
瀬
埼
、

若
宮
、
三
島
、
見
島
北
、
舳
倉
島
の
各
灯
台
、
１６
箇
所
に
、
Ｇ

Ｐ
Ｓ
波
高
計
に
よ
る
Ａ
Ｉ
Ｓ
デ
ー
タ
と
し
て
、
浦
賀
水
道
航
路

南
口
東
端
Ａ
Ｉ
Ｓ
信
号
所
、
伊
良
湖
水
道
航
路
南
東
方
Ａ
Ｉ
Ｓ

信
号
所
、
洲
本
沖
Ａ
Ｉ
Ｓ
信
号
所
、
平
郡
島
南
方
Ａ
Ｉ
Ｓ
信
号

所
、
関
門
航
路
東
口
Ａ
Ｉ
Ｓ
信
号
所
、
関
門
航
路
西
口
Ａ
Ｉ
Ｓ
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第
　
八
　
章

　

一
月
四
日
朝

　

フ
レ
ガ
ー
ト
艦
内
は
洗
い
清
め
ら
れ
、
す
っ
か
り
祝
賀
の
装

い
を
こ
ら
し
て
い
た
。
昨
夜
は
晩
く
ま
で
砂
利
と
砂
で
磨
き
あ

げ
て
い
た
の
で
、
私
は
少
な
か
ら
ず
夜
の
安
息
を
妨
た
げ
ら
れ

た
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
、
甲
板
は
亜
麻
布
の
よ
う
に
白
く
な

り
銅
な
ど
の
金
具
は
日
光
に
ま
ば
ゆ
く
輝
き
、
索
類
は
美
事
な

輪
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
一
つ
を
我
々
の
マ
ス
コ
ッ
ト
の
牡
猫

ワ
シ
カ
が
絶
好
の
住
居
と
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
準
備
万
端
に

整
え
ら
れ
た
。

日
本
渡
航
記
（
そ
の
14
）

徳
　
力
　
真
太
郎 

訳

　

後
部
甲
板
に
信
号
旗
を
張
り
め
ぐ
ら
し
て
式
場
が
設
け
ら
れ

て
、
四
人
の
全
権
の
た
め
の
厚
い
敷
物
を
し
い
た
座
席
と
従
者

達
の
た
め
の
椅
子
席
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。提
督
の
部
屋
に
も
、

全
権
の
為
に
特
別
の
卓
と
豪
華
な
席
が
準
備
さ
れ
、
提
督
と
三

人
の
従
者
の
為
の
卓
が
あ
る
。
日
本
の
式
部
官
が
坐
る
た
め
特

別
の
小
卓
を
準
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
通
訳
の
た

め
二
つ
の
椅
子
を
用
意
し
て
お
い
た
が
、
結
局
彼
等
は
そ
れ
に

腰
か
け
て
食
事
を
す
る
こ
と
を
敢
え
て
な
し
得
ず
、
床
に
坐
っ

た
。

　

十
一
時
に
、
全
権
か
ら
提
督
へ
の
贈
物
を
持
参
し
て
役
人
が

来
船
し
た
。
贈
物
は
白
木
の
箱
に
入
れ
て
台
に
の
せ
て
あ
る
。

台
は
吊
架
に
足
を
つ
け
た
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
。
こ
の
贈
物

の
た
め
卓
上
の
配
置
を
い
く
ら
か
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

床
に
じ
か
に
こ
の
贈
物
を
置
く
こ
と
は
日
本
人
に
対
し
て
失
礼

に
当
た
る
だ
ろ
う
。
こ
の
木
箱
に
は
各
々
に
例
の
“
膠
着
性
の

シ
ン
ボ
ル
”
と
し
て
紙
片
を
た
た
ん
だ
も
の
が
つ
け
て
あ
る
。

　

し
か
し
、
彼
等
の
贈
物
は
何
と
美
事
な
も
の
だ
！

帝
政
ロ
シ
ア
の
文
豪
が
見
た
日
本

連 

載
連 

載
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あ
る
い
は
黒
い
漆
塗
り
の
手
文
庫
で
、
黒
地
に
金
色
で
寺
院

や
四
阿
や
山
や
村
等
が
浮
彫
に
な
っ
て
い
る
。
漆
塗
り
は
特
別

に
厚
く
、
真
黒
く
、
聞
く
と
こ
ろ
で
は
数
十
年
は
剥
げ
な
い
と

い
う
が
、
ま
る
で
鏡
の
よ
う
に
澄
み
き
っ
て
い
る
。
こ
ん
な
立

派
な
漆
器
は
世
界
中
何
処
に
も
見
当
た
ら
な
い
だ
ろ
う
。
別
の

小
筐
は
、
漆
の
中
に
埋
め
ら
れ
た
赤
金
色
の
粉
が
班
の
模
様
を

美
事
に
浮
き
出
し
て
い
る
。
手
文
庫
の
他
に
色
々
な
こ
ま
ご
ま

し
た
道
具
が
あ
っ
た
。
日
本
人
が
腰
に
さ
げ
て
歩
く
喫
煙
道
具

と
そ
の
飾
り
物
等
で
あ
る
。
ま
た
他
の
者
の
贈
物
は
金
の
装
飾

の
つ
い
た
墨
壺
に
、
筆
墨
等
の
文
房
具
と
紙
数
帖
と
、
お
ま
け

に
色
づ
き
の
蝋
燭
ま
で
添
え
て
あ
っ
た
。

　

し
か
し
贈
物
の
中
で
最
も
貴
重
で
、
特
に
目
を
惹
い
た
の
は

刀
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
贈
物
の
意
義
か
ら
み
て
も
価
値
か
ら
い

っ
て
も
一
番
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
日
本
で
は
刀
を
贈
物
と
す

る
こ
と
は
親
睦
の
心
情
の
表
現
で
あ
る
。
日
本
の
刀
が
切
れ
味

で
は
、
世
界
中
で
最
も
勝
れ
た
も
の
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
日
本
人
は
刀
が
国
外

に
出
る
こ
と
を
厳
し
く
禁
じ
て
い
る
。
栄
之
助
の
話
が
嘘
で
な

け
れ
ば
、
刀
の
切
れ
味
は
刑
史
が
そ
の
刀
で
罪
人
を
斬
っ
て
試

す
と
言
う
。
刀
匠
は
刀
が
出
来
る
と
、
先
ず
そ
れ
を
刑
史
の
手

に
渡
し
、
刑
史
は
試
し
斬
り
を
し
て
、
一
振
り
で
幾
つ
の
首
は

切
り
落
と
せ
る
か
を
み
る
。
そ
し
て
、
刀
匠
は
刀
身
に
首
の
箇

数
を
刻
印
す
る
が
、
そ
れ
が
刀
の
価
値
を
証
明
す
る
と
い
う
。

提
督
に
贈
ら
れ
た
刀
は
、
栄
之
助
の
話
で
は
、
三
つ
の
首
を
切

る
こ
と
が
出
来
る
。
刀
は
、
日
本
で
は
高
価
な
も
の
と
な
っ
て

お
り
、
刀
身
は
常
に
鏡
の
よ
う
に
光
っ
て
い
る
。
話
に
聞
い
た

と
お
り
い
く
ら
眺
め
て
い
て
も
見
飽
き
る
と
い
う
こ
と
が
な

い
。
栄
之
助
の
差
し
て
い
る
刀
は
、人
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
で
、

こ
れ
も
ま
た
彼
の
話
で
は
、
約
五
百
年
も
経
た
古
刀
で
あ
る
と

い
う
。

　

私
は
刀
剣
の
こ
と
は
よ
く
知
ら
な
い
が
、
川
路
の
贈
物
の
刀

の
刀
身
の
輝
き
と
美
事
な
装
飾
に
は
我
を
忘
れ
て
見
惚
れ
て
し

ま
う
。
鞘
は
鮫
の
皮
で
作
っ
た
も
の
で
、
汚
れ
を
防
ぐ
た
め
絹

で
覆
っ
て
あ
る
。
筒
井
老
人
は
こ
の
刀
に
象
嵌
し
、
そ
の
他
の

高
価
な
飾
り
を
贈
っ
た
。
ま
だ
、
両
国
間
の
交
渉
が
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
あ
る
こ
と
を
考
に
入
れ
れ
ば
、
こ
の
贈
物
は
驚
く
ほ

ど
立
派
な
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
全
権
自
ら
が
一
再
な
ら
ず

語
っ
て
我
々
を
納
得
さ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
こ
の
贈
物
は

日
本
の
露
国
に
対
す
る
親
善
関
係
を
表
す
も
の
で
あ
る
と
い

う
。
贈
物
は
勿
論
政
府
の
承
認
を
得
て
、
否
、
命
令
に
よ
っ
て

な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
に
劣
ら
ず
素
晴

ら
し
い
出
来
事
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
政
府
の
意
向
を
無
視
し

て
は
、
日
本
人
は
、
た
と
え
ど
ん
な
身
分
の
者
で
あ
ろ
う
と
、

何
物
も
贈
っ
た
り
受
け
取
っ
た
り
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
し
、
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そ
れ
を
犯
す
者
も
い
な
い
。
嘗
て
栄
之
助
は
、
我
方
の
水
兵
が

あ
る
日
本
人
に
空
瓶
を
与
え
た
と
、
パ
シ
エ
ー
ト
に
声
を
ひ
そ

め
て
告
げ
た
。

─
─
そ
れ
が
ど
う
か
し
た
と
言
う
の
で
す
か
？

と
彼
が
訊
ね
る
と

─
─ 

瓶
を
お
返
し
し
た
い
か
ら
受
け
取
っ
て
戴
き
た
い
。
そ
お

し
な
け
れ
ば
瓶
を
貰
っ
た
者
が
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

─
─
そ
れ
な
ら
海
に
棄
て
れ
ば
よ
い
で
は
な
い
か

─
─ 

い
や
、そ
れ
は
で
き
ま
せ
ぬ
。
此
処
へ
持
参
し
ま
す
か
ら
、

ど
う
ぞ
貴
方
が
お
棄
て
下
さ
い

　

何
と
い
う
国
民
だ
！
あ
ら
ゆ
る
密
貿
易
を
防
遏
す
る
た
め
の

こ
の
仕
組
み
は
ど
う
だ
！

　

こ
の
よ
う
に
一
切
の
扉
や
窓
を
閉
め
切
っ
て
、
し
か
も
こ
れ

を
開
く
鍵
を
失
く
し
て
し
ま
っ
て
い
る
輩
を
対
手
に
し
て
、
通

商
と
、
キ
リ
ス
ト
教
や
、
文
明
の
導
入
に
希
望
を
か
け
も
、
そ

れ
は
ど
ん
な
こ
と
に
な
る
か
？
ど
ん
な
方
法
で
、
い
つ
そ
れ
が

実
現
す
る
の
か
？
し
か
し
そ
れ
は
到
来
す
る
。
す
ぐ
で
な
い
に

し
て
も
必
ず
そ
の
時
機
は
や
っ
て
く
る
。

　

支
那
で
は
既
に
そ
れ
が
始
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
活
動
は
精
力

的
に
続
け
ら
れ
て
い
る
。
先
頃
、私
は
上
海
に
行
っ
た
と
き
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
南
京
条
約
の
取
り
決
め
に
従
い
境
界
線
以
上

は
一
歩
も
超
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
も
の
だ
と
ば
か
り
思
っ
て

い
た
。
し
か
し
私
達
は
滞
在
中
に
郊
外
の
何
処
へ
で
も
好
き
な

と
こ
ろ
を
歩
き
ま
わ
り
、
ま
る
で
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
よ
う
に
勝

手
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
支
那
が
五
つ
の
港
を
解
放
し
て
か

ら
ま
る
十
ヵ
年
が
経
過
し
た
が
、
現
今
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は

殆
ど
全
部
を
支
配
し
て
い
る
。
そ
れ
は
既
定
事
実
を
少
し
ず
つ

段
々
に
積
み
重
ね
て
そ
う
し
た
の
だ
。

　

例
え
ば
、
支
那
で
は
外
国
人
に
対
し
て
、
そ
の
日
の
う
ち
に

馬
で
帰
っ
て
こ
ら
れ
る
距
離
な
ら
ば
内
陸
に
入
る
こ
と
が
許
可

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
上
海
の
ア
メ
リ
カ
領
事
は
海
岸
か
ら

八
十
哩
も
あ
る
何
処
か
の
山
中
に
別
荘
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
で
省
知
事
が
抗
議
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
領
事
は
こ
れ

に
答
え
て
「
カ
ト
リ
ッ
ク
の
布
教
師
は
そ
れ
よ
り
奥
地
の
彼
地

此
地
に
教
会
を
建
て
て
い
る
で
は
な
い
か
、
知
事
は
、
彼
等
を

追
い
出
し
な
さ
い
！
そ
う
す
れ
ば
私
も
別
荘
を
引
き
払
お
う
」

と
言
っ
た
。
布
教
師
を
追
放
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
相
談
だ
。

彼
等
は
、
支
那
の
土
地
に
深
く
根
を
下
ろ
し
て
い
る
。
香
港
の

カ
ト
リ
ッ
ク
の
主
教
の
話
に
よ
る
と
支
那
に
は
五
十
万
の
カ
ト

リ
ッ
ク
信
者
が
い
る
が
、
そ
れ
ら
が
布
教
師
を
か
く
ま
い
彼
等

の
仲
に
住
ま
わ
す
等
あ
ら
ゆ
る
援
助
の
手
を
尽
く
し
て
庇
護
し

て
い
る
。
地
方
の
長
官
は
買
収
さ
れ
て
い
る
か
ら
布
教
師
達
は

公
然
と
活
動
し
て
い
る
。
知
事
は
こ
の
事
実
を
よ
く
知
っ
て
い

る
の
だ
か
ら
領
事
の
抗
弁
に
あ
う
と
一
言
も
な
い
。
ま
た
、
あ
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る
と
き
こ
の
ア
メ
リ
カ
領
事
が
、五
つ
の
開
港
場
以
外
の
場
所
、

そ
れ
も
北
京
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
港
へ
船
を
仕
立
て
て
い
る
こ

と
、
し
か
も
そ
の
積
荷
が
阿
片
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
を
知
っ
た

知
事
は
、
今
度
は
強
硬
に
し
か
も
粘
り
強
く
抗
議
を
続
け
た
。

し
か
し
領
事
は
ま
た
し
て
も
反
駁
し
た
。

─
─ 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
開
い
て
い
な
い
チ
ュ
ウ
サ
ン
列
島
に

久
し
く
以
前
か
ら
イ
ギ
リ
ス
船
が
停
泊
し
て
い
る
が
、
そ

れ
は
何
の
た
め
か
ご
存
知
か
？
彼
等
を
追
放
し
な
さ
い
！

さ
す
れ
ば
私
は
北
京
へ
船
を
廻
さ
な
い

　

知
事
は
チ
ュ
ウ
サ
ン
島
で
イ
ギ
リ
ス
船
が
何
を
し
て
い
る
か

は
勿
論
知
っ
て
い
た
し
、そ
れ
を
見
ぬ
振
り
を
し
て
き
た
の
だ
。

こ
う
し
て
ア
メ
リ
カ
の
船
舶
は
何
処
へ
で
も
好
き
な
と
こ
ろ
へ

自
由
に
行
く
。

　

一
つ
の
弱
み
を
掴
ま
れ
る
と
、
知
事
は
十
の
違
反
を
黙
認
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
羽
目
に
な
る
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
ど
ん
な

ひ
ど
い
目
に
会
う
か
わ
か
ら
な
い
の
だ
。
彼
こ
そ
真
っ
先
に
自

分
で
法
を
犯
し
て
い
る
弱
み
を
持
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
は
次
第
に
大
掛
か
り
に
侵
略
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て

ゆ
き
、
そ
の
被
害
が
洪
水
の
よ
う
な
勢
い
で
す
ぐ
足
も
と
に
迫

っ
て
こ
れ
を
阻
止
す
る
こ
と
が
全
く
困
難
な
状
態
に
な
っ
た

頃
、
北
京
の
中
央
政
府
で
は
や
っ
と
気
付
い
た
の
だ
。

　

し
か
し
、
こ
ん
な
状
態
が
い
つ
ま
で
も
続
く
と
思
う
の
は
誤

り
で
あ
る
。
東
洋
の
他
の
い
た
る
と
こ
ろ
の
国
で
、
そ
の
住
民

は
怠
惰
と
無
智
か
ら
易
々
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
保
護
の
下

に
自
ら
を
投
げ
出
し
、
や
が
て
そ
の
保
護
者
は
狠
の
本
性
を
露

わ
し
て
支
配
者
と
し
て
君
臨
し
て
い
る
事
情
で
あ
る
。し
か
し
、

支
那
人
は
こ
れ
ら
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
彼
等
は
す
ぐ
れ
た
商

人
で
、
た
く
ま
し
い
商
魂
と
投
機
的
才
能
を
も
っ
て
い
る
。
こ

の
点
で
は
ア
メ
リ
カ
人
や
イ
ギ
リ
ス
人
よ
り
も
勝
っ
て
お
り
、

国
内
の
商
権
は
し
っ
か
り
と
自
身
の
手
の
う
ち
に
握
っ
て
い

る
。
こ
の
た
め
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
は
お
ろ
か
他
ど
ん
な
国

も
支
那
の
国
内
で
商
業
的
成
功
を
勝
ち
得
る
こ
と
が
出
来
な
い

ば
か
り
か
、
直
接
の
取
引
の
緒
を
掴
む
こ
と
す
ら
出
来
な
い
で

い
る
。
貿
易
は
支
那
人
の
仲
買
の
手
を
経
て
行
わ
れ
て
い
る
の

だ
。
彼
は
、
内
陸
に
入
っ
て
行
き
茶
の
栽
培
や
絹
の
工
場
等
を

訪
れ
て
ま
わ
り
、
品
物
を
買
い
付
け
て
い
る
。

　

日
本
が
、
外
国
に
門
戸
を
開
く
と
し
て
も
そ
の
時
期
が
到
来

す
る
の
に
は
余
程
手
間
が
か
か
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ

は
戦
争
の
火
端
を
切
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
が
余
儀
な
く
さ
れ

る
手
段
に
よ
ら
な
け
れ
ば
実
現
し
な
い
だ
ろ
う
か
ら
だ
。
そ
し

て
、
こ
の
点
で
は
日
本
は
支
那
よ
り
遙
か
に
有
利
な
条
件
に
あ

る
。
も
し
こ
の
国
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
式
の
戦
争
技
術
を
真
似
て
そ

の
港
を
武
装
し
た
ら
、
外
部
か
ら
の
侵
略
に
は
安
全
で
あ
る
。

こ
の
と
き
は
内
部
の
裏
切
り
の
み
が
日
本
を
滅
亡
さ
せ
る
。
即
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ち
地
方
の
大
名
に
武
器
を
供
給
し
て
中
央
に
反
旗
を
翻
す
機
会

を
与
え
る
。
国
内
の
何
処
か
で
内
乱
の
火
の
手
を
挙
げ
る
こ
と

に
成
功
す
れ
ば
─
─
そ
の
時
こ
そ
は
日
本

は
お
し
ま
い
だ
。
し
か
し
こ
こ
当
分
の
間

は
、
外
国
の
威
嚇
に
会
え
ば
何
と
か
彼
と

か
譲
歩
し
な
が
ら
、
た
だ
の
空
瓶
さ
え
許

可
な
し
に
は
自
分
の
も
の
に
さ
せ
な
い
ほ

ど
の
用
心
深
さ
で
身
を
守
り
、
今
日
の
ま

ま
の
体
制
を
持
ち
続
け
る
こ
と
だ
ろ
う
。

自
分
だ
け
に
通
用
す
る
主
義
と
、
古
来
の

宗
教
と
、
素
朴
な
道
徳
と
つ
つ
ま
し
や
か

な
生
活
方
式
を
守
っ
て
生
き
て
ゆ
く
だ
ろ

う
。
い
ま
、
一
押
し
に
こ
の
門
を
こ
じ
開

け
る
こ
と
も
出
来
る
。
日
本
は
こ
の
よ
う

に
弱
く
、
ど
ん
な
種
類
の
戦
争
に
も
耐
え

ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
を
敢

え
て
行
う
の
は
、
つ
ま
り
イ
ギ
リ
ス
の
や

っ
て
い
る
手
を
用
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

ど
ん
な
手
だ
か
と
い
う
と
、
先
ず
港
に
入

り
込
み
許
可
も
得
ず
に
上
陸
す
る
。
こ
れ

を
阻
止
し
よ
う
と
す
れ
ば
喧
嘩
を
仕
掛
け
る
。
そ
し
て
、
結
局

侮
辱
に
対
す
る
報
復
だ
と
い
っ
て
宣
戦
を
布
告
す
る
。
あ
る
い

は
、
阿
片
を
持
ち
込
み
、
こ
れ
を
禁
止
す
る
た
め
厳
重
な
方
策

を
構
え
る
と
同
じ
く
戦
争
に
訴
え
る
の
だ
。

第
　
九
　
章

　

全
権
達
は
何
を
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
る
の

か
、
な
か
な
か
来
な
い
。
我
々
は
も
う
何

回
も
船
尾
上
甲
板
や
船
尾
楼
を
ぶ
ら
ぶ
ら

と
往
っ
た
り
来
た
り
し
て
、
そ
の
間
に
二

回
も
厨
房
に
駆
け
て
ゆ
き
、
蒸
し
た
て
の

ピ
ロ
シ
キ
（
ロ
シ
ア
の
饅
頭
）
や
カ
ツ
レ

ツ
を
ほ
ほ
ば
り
、
す
っ
か
り
平
ら
げ
て
し

ま
っ
た
程
だ
。

　

正
午
過
ぎ
に
や
っ
と
船
団
が
岸
を
離
れ

わ
が
艦
に
向
か
っ
て
き
た
。
五
、
六
十
隻

の
小
舟
の
中
央
に
屋
根
の
あ
る
大
き
な
船

が
ゆ
る
や
か
に
動
い
て
く
る
。
赤
い
布
を

張
り
廻
ら
し
た
恰
好
は
丁
度
二
つ
の
柩
の

よ
う
で
、
金
色
の
弓
矢
や
槍
や
棍
棒
が
突

き
立
て
て
あ
る
。
舟
は
二
階
家
に
な
っ
て
、
ま
わ
り
は
漕
ぎ
手

の
い
る
廊
下
が
あ
る
。
上
階
は
従
者
達
が
坐
し
て
お
り
階
下
に
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は
全
権
自
身
が
坐
っ
て
い
る
。
沢
山
の
小
舟
が
曳
綱
で
こ
の
舟

を
曳
き
張
っ
て
い
る
、
船
首
に
日
本
人
が
立
っ
て
い
て
、
白
い

小
さ
な
箒
の
よ
う
な
も
の
を
打
ち
振
っ
て
曳
舟
を
指
揮
し
て
い

る
。
銅
羅
を
打
ち
鳴
ら
し
叫
声
を
あ
げ
、
耳
が
聾
す
る
ほ
ど
喧

し
い
。
二
つ
の
柩
は
儀
式
用
の
タ
ラ
ッ
プ
の
そ
ば
に
並
ん
で
着

け
た
。

　

役
人
や
通
訳
達
が
、
袋
か
ら
こ
ぼ
れ
る
よ
う
に
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と

這
い
出
し
て
、
タ
ラ
ッ
プ
を
登
っ
て
き
て
甲
板
を
埋
め
た
。
彼

等
に
続
い
て
六
十
名
も
の
護
衛
兵
が
上
っ
て
き
た
。
日
本
人
は

行
列
の
威
容
で
我
々
に
負
け
た
く
な
い
と
考
え
て
い
る
。
わ
が

方
で
は
従
者
達
や
そ
の
他
の
者
の
接
待
と
、秩
序
を
守
る
た
め
、

数
名
の
士
官
を
任
命
し
て
い
る
。

　

最
後
に
全
権
が
登
っ
て
き
た
。
パ
シ
エ
ー
ト
と
私
が
舷
門
で

出
迎
え
、
提
督
は
自
分
の
船
室
の
入
口
で
彼
ら
を
迎
え
た
。
護

衛
兵
達
は
、
音
楽
を
奏
し
つ
つ
船
尾
楼
に
導
い
た
。
全
権
達
に

艦
内
を
案
内
し
よ
う
と
申
し
で
る
と
悦
ん
で
応
じ
た
。
ま
さ
か

老
人
も
来
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
ん
な
老
人
に
何
処

を
見
せ
れ
ば
い
い
も
の
か
と
案
じ
た
が
、
こ
の
老
人
は
驚
く
べ

き
強
健
ぶ
り
を
発
揮
し
て
甲
板
を
一
廻
り
し
た
後
、
一
番
船
底

の
武
器
庫
ま
で
も
み
て
廻
っ
て
一
向
に
疲
れ
た
気
配
を
見
せ
な

か
っ
た
。
彼
等
は
目
に
つ
く
も
の
何
に
で
も
立
ち
止
ま
っ
て
質

問
す
る
。
何
か
覆
い
の
か
け
て
あ
る
も
の
、
囲
っ
て
あ
る
も
の

な
ど
を
見
る
と
端
を
少
し
持
ち
上
げ
て
中
に
あ
る
も
の
は
何

か
、
何
の
役
に
立
て
え
あ
る
の
か
と
聞
く
。

　

彼
等
を
提
督
の
部
屋
へ
案
内
し
た
。
室
内
は
綺
麗
に
整
頓
さ

れ
て
い
る
。
壁
と
扉
は
美
し
い
マ
ホ
ガ
ニ
ー
材
で
、
床
に
は
絨

た
ん

0

0

が
敷
い
て
あ
り
、
窓
に
は
赤
と
緑
の
色
彩
の
鮮
や
か
な
カ

ー
テ
ン
が
か
か
っ
て
い
る
。
四
人
の
全
権
の
た
め
に
縞
模
様
の

イ
ギ
リ
ス
毛
氈
で
覆
わ
れ
た
、
ゆ
っ
た
り
と
し
て
あ
ま
り
高
く

な
い
肱
掛
椅
子
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
部
屋
で
数
分
間
過
ご
し
た
後
、
一
同
は
上
甲
板
の
式
場

へ
出
か
け
た
。
全
権
達
の
態
度
は
上
流
階
級
の
社
交
に
馴
れ
た

人
間
ら
し
く
、
落
ち
度
が
な
く
か
つ
澄
ま
し
た
態
度
で
振
る
舞

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
家
具
や
装
飾
を
見
た

こ
と
の
な
い
彼
等
に
は
総
て
が
驚
異
で
あ
っ
た
こ
と
に
相
違
な

い
。
目
に
つ
く
も
の
、
何
も
彼
も
始
め
て
見
る
物
だ
。
次
の
日

に
彼
等
は
こ
の
驚
き
を
素
直
に
告
白
し
た
が
、
い
ま
こ
の
場
で

は
そ
の
驚
歎
は
、
素
振
り
で
は
勿
論
目
の
色
に
も
示
さ
な
い
。

音
楽
も
彼
等
は
始
め
て
聞
く
も
の
だ
ろ
う
が
、
全
権
の
う
ち
唯

一
人
だ
け
が
、
音
楽
の
拍
子
に
合
わ
せ
て
、
丁
度
音
楽
好
き
の

者
が
オ
ペ
ラ
を
見
る
と
き
に
よ
く
や
る
よ
う
に
、
頭
を
振
っ
て

い
た
。

　

彼
等
に
茶
を
出
し
た
。
そ
の
う
ち
に
乗
組
員
が
甲
板
に
整
列

し
て
銃
の
操
練
を
は
じ
め
、
つ
い
で
行
進
に
う
つ
っ
た
。
四
百
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人
も
の
員
数
が
船
尾
か
ら
船
首
ま
で
歩
調
を
合
わ
せ
て
進
み
、

檣
を
ま
わ
っ
て
引
き
返
し
て
く
る
。
最
も
目
醒
ま
し
か
っ
た
の

は
非
常
配
備
の
警
報
が
鳴
り
響
い
た
と
き
で
、
艙
口
、
昇
降
口

等
あ
ら
ゆ
る
出
口
か
ら
鼠
の
よ
う
に
各
々
自
分
の
持
ち
場
の
砲

へ
素
早
く
散
っ
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
私
は
こ
の
演
習
は

見
馴
れ
て
い
た
が
、
何
度
見
て
も
興
味
を
惹
か
れ
る
か
ら
、
初

め
て
こ
れ
を
見
る
者
は
尚
更
で
あ
ろ
う
。
彼
等
に
ま
た
砲
の
操

練
を
見
せ
た
。

　

彼
等
は
提
督
に
感
謝
し
、
な
お
全
員
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝

え
て
欲
し
い
と
請
う
。

─
─
諸ス

パ
シ
ー
ポ

君
よ　

有レ
ビ
ヤ
ー
タ

難
う
！

と
提
督
が
言
う
と
、
四
百
人
の
声
が
一
斉
に
こ
れ
に
応
え
た
。

─
─ 

たラ
ー
ジだ

、
全ス

タ
ラ
ー
ツ
ア

力
を
尽
す
だ
け
で
す
！

こ
れ
も
美
事
な
場
景
で
あ
っ
た
。

　

食
卓
は
既
に
準
備
が
で
き
て
い
る
。
全
権
と
式
部
官
の
卓
は

提
督
の
客
室
に
設
け
、別
の
卓
に
提
督
と
我
々
三
人
が
坐
っ
た
。

全
権
の
従
者
達
の
た
め
に
は
、
食
堂
に
十
一
の
席
と
将
校
集
会

室
に
十
の
席
を
設
け
た
。
護
衛
兵
の
席
は
砲
甲
板
に
、
設
け
て

あ
る
。

　

日
本
人
は
、
食
卓
は
す
べ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
式
に
と
希
望
し
て

い
る
。
し
か
し
、
日
本
人
に
ナ
イ
フ
や
フ
ォ
ー
ク
で
食
事
を
さ

せ
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
の
で
箸
を
慥
え
て
お
い
た
。
彼
等
は

パ
ン
を
食
べ
な
い
か
ら
、
あ
た
た
か
い
飯
を
間
断
な
く
給
仕
し

た
。
ス
ー
プ
は
茶
椀
に
入
れ
て
出
し
た
。
食
堂
の
従
者
達
の
卓

に
は
ジ
ャ
ム
や
ケ
ー
キ
の
皿
が
出
し
て
あ
っ
た
が
、
客
は
出
さ

れ
て
あ
る
も
の
は
早
速
食
べ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
た
の

か
、
ス
ー
プ
が
出
る
ま
で
に
菓
子
や
饅
頭
等
の
甘
い
も
の
を
す

っ
か
り
平
ら
げ
て
し
ま
っ
た
。

─
─
こ
れ
は
何
物
で
す
か
な
？

ど
の
皿
の
も
の
も
一
応
は
訊
ね
て
み
て
、
何
と
な
く
た
め
ら
う

気
配
で
あ
っ
た
。

　

大
き
な
魚
の
皿
が
出
る
と
、
通
訳
は
、「
日
本
人
は
魚
よ
り

も
肉
を
期
待
し
て
い
る
。
そ
れ
は
滅
多
に
口
に
し
な
い
も
の
で

あ
る
か
ら
」
と
言
う
。
日
本
人
は
肉
が
嫌
い
な
の
で
は
決
し
て

な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
大
好
物
だ
。
食
べ
な
い
理
由
は
家
畜
が

少
な
い
の
で
、
そ
れ
を
労
役
に
使
う
た
め
食
用
に
す
る
こ
と
を

禁
じ
て
い
る
の
だ
。
そ
の
時
に
出
し
た
肉
料
理
は
羊
肉
と
ハ
ム

の
ピ
ラ
ー
フ
（
米
に
肉
と
胡
椒
等
を
入
れ
た
料
理
）
だ
っ
た
と

覚
え
て
い
る
。
牛
肉
は
当
時
艦
に
は
貯
蔵
が
な
か
っ
た
。
そ
の

他
の
肉
類
は
鳥
肉
や
魚
だ
け
で
あ
っ
た
。
日
本
人
は
羊
肉
を
食

べ
て
非
常
に
満
足
げ
に
み
え
た
。
特
に
四
番
目
の
全
権
は
そ
の

様
子
で
、
皿
の
も
の
を
食
べ
て
し
ま
う
と
自
分
で
皿
を
給
仕
に

渡
し
、
も
う
一
度
ほ
し
い
と
い
う
仕し

ぐ
さ種

を
し
た
。

　

卓
子
掛
、
ナ
プ
キ
ン
か
ら
卓
上
の
塩
入
れ
に
到
る
ま
で
に
彼
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等
は
好
奇
に
目
を
か
が
や
か
せ
た
。
し
か
し
、
日
本
人
の
た
め

に
一
言
い
っ
て
お
く
こ
と
は
、
彼
等
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
テ
ー

ブ
ル
マ
ナ
ー
に
随
分
見
慣
れ
て
い
る
と
み
え
て
、
彼
等
の
作
法

を
見
て
も
特
に
奇
異
と
す
る
点
は
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
殆

ど
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
そ
の
う
ち
で
川
路
だ
け
が
ほ
ん
の

ち
ょ
っ
と
の
間
で
あ
る
が
日
本
人
の
習
慣
を
示
し
た
。
ク
リ
ー

ム
の
よ
う
な
、
ど
ろ
っ
と
し
た
菓
子
に
ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
添
え
て

出
さ
れ
た
と
き
、
彼
は
一
口
食
べ
て
、
余
程
こ
れ
が
気
に
入
っ

た
と
見
え
、
懐
中
か
ら
紙
を
出
し
て
皿
に
あ
る
菓
子
を
み
ん
な

包
ん
で
懐
に
隠
し
た
。
が
、
我
々
の
見
て
い
る
の
に
気
付
い
て

言
っ
た
。

─
─ 

こ
う
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
誰
か
美
人
の
と
こ
ろ
へ
持
っ

て
行
く
の
だ
ろ
う
な
ぞ
と
は
思
わ
ん
で
戴
き
た
い
。
持
ち

帰
っ
て
家
来
共
に
与
え
た
い
の
だ
。

　

こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
つ
の
間
に
か
話
題
は
女
の
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
日
本
人
は
節
度
を
踏
み
外
し
そ
う
な

き
わ
ど
い
話
に
ま
で
及
ぶ
。
彼
等
も
他
の
す
べ
て
の
ア
ジ
ア
民

族
と
同
様
で
感
能
の
快
楽
の
虜
と
な
り
、
終
ら
せ
て
、
こ
の
弱

点
を
隠
そ
う
と
も
、
咎
め
よ
う
と
も
し
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
な
ら
ケ
ン
フ
ェ
ル
か
ツ
ン

ベ
ル
ト
の
著
書
を
詠
む
こ
と
を
薦
め
る
。
特
に
後
者
は
そ
の
日

本
旅
行
記
の
う
ち
一
章
を
こ
の
こ
と
に
関
す
る
記
述
で
埋
め
て

い
る
。
私
は
、
日
本
の
内
部
へ
入
っ
た
こ
と
が
な
く
、
日
本
人

と
生
活
を
伴
に
し
た
こ
と
も
な
い
の
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も

彼
等
の
交
す
会
話
か
ら
何
か
を
捉
え
る
だ
け
で
あ
る
。

　

私
と
パ
シ
エ
ー
ト
は
、
絶
え
ず
席
を
立
っ
て
彼
等
に
シ
ャ
ン

パ
ン
を
注
い
だ
り
、
料
理
の
食
べ
方
を
や
っ
て
み
た
り
、
ど
ん

な
材
料
で
作
っ
て
あ
る
の
か
を
説
明
し
た
り
し
た
。
日
本
人
は

我
々
の
鄭
寧
な
も
て
な
し
と
心
の
こ
も
っ
た
配
慮
に
会
っ
て
却

っ
て
ま
ご
つ
き
、
ど
う
感
謝
し
て
い
い
か
知
ら
な
い
有
様
で
あ

っ
た
。

　

全
権
達
は
特
に
加
減
し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
珍
し
さ
に

目
を
輝
か
し
て
一
口
ず
つ
飲
ん
で
い
る
が
ま
だ
一
ぱ
い
の
杯
を

干
さ
な
い
。
た
だ
背
の
高
い
肥
え
た
四
番
目
の
全
権
は
も
う
四

杯
目
を
空
け
た
。

　

彼
等
に
用
件
─
─
明
日
の
会
談
の
こ
と
を
仄
め
か
す
と
、
皆

口
を
そ
ろ
え
て
、
盛
大
な
接
待
と
愉
快
な
談
笑
に
す
っ
か
り
夢

中
に
な
っ
て
用
件
の
こ
と
は
さ
っ
ぱ
り
と
忘
れ
て
し
ま
っ
た
と

言
っ
た
。

　

通
訳
は
床
に
這
い
つ
く
ば
っ
て
い
て
、
私
が
次
の
部
屋
に
案

内
し
よ
う
と
試
み
た
が
無
駄
で
あ
っ
た
。
彼
等
に
食
事
を
す
す

め
て
も
、
高
官
と
同
席
で
は
全
く
と
ん
で
も
な
い
と
ば
か
り
手

を
振
っ
て
辞
退
す
る
。
し
か
し
彼
等
は
咽
喉
を
か
ら
か
ら
に
乾

か
し
て
い
る
。
吉
兵
衛
は
床
に
坐
っ
て
、
ま
る
で
周
り
の
犬
に
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悦
を
隠
す
こ
と
が
で
き
ず
、
ア
ー
ッ
と
歓
声
を
発
し
た
。
高
価

な
美
し
い
材
で
慥
さ
え
た
モ
ザ
イ
ク
の
筺
は
美
事
で
あ
り
、

色
々
な
鮮
や
か
な
彩
の
菓
子
は
彼
等
の
目
を
奪
っ
た
。
な
お
次

い
で
、
モ
ス
ク
ワ
や
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
や
ロ
シ
ア
の
軍
隊
の
極
彩

色
の
グ
ラ
ビ
ヤ
や
、
イ
ギ
リ
ス
で
買
っ
た
婦
人
像
や
果
実
類
や

花
卉
等
の
絵
画
を
見
せ
、
そ
れ
ら
を
贈
っ
た
。
ま
た
し
て
も
満

足
と
驚
き
の
歓
声
を
発
し
た
。

　

暮
色
の
迫
っ
た
頃
、
こ
の
異
民
族
の
襲
撃
は
遂
に
終
わ
り
を

つ
げ
た
。
再
度
彼
等
を
訪
問
す
る
こ
と
を
し
き
り
に
請
い
な
が

ら
、
我
々
の
前
か
ら
姿
を
消
し
て
い
っ
た
。

�

（
以
下
次
号
）

吠
え
つ
か
れ
て
い
る
よ
う
に
ぐ
る
ぐ
る
と
廻
っ
て
、
ヘ
ッ
！
ヘ

ッ
！
と
絶
え
ず
誰
彼
に
応
え
て
い
る
。
宴
の
終
り
近
く
に
な
る

頃
に
は
、
彼
は
す
っ
か
り
声
を
涸
ら
し
目
が
か
す
ん
で
し
ま
っ

た
よ
う
だ
っ
た
。
私
は
彼
と
栄
之
助
に
シ
ャ
ン
パ
ン
の
杯
を
注

い
で
や
っ
た
。
彼
等
は
拒
ま
わ
ろ
う
と
し
か
け
た
が
、
川
路
が

頭
を
縦
に
振
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
額
を
床
に
す
り
つ
け
て
彼

に
向
っ
て
お
辞
儀
を
し
て
か
ら
貪
る
よ
う
に
グ
ラ
ス
を
飲
み
干

し
た
。
そ
れ
か
ら
感
謝
の
眼
差
し
を
私
に
向
け
、
そ
の
印
に
グ

ラ
ス
を
額
の
高
さ
ま
で
上
げ
た
。

　

外
の
部
屋
を
の
ぞ
い
て
見
た
。
酒
宴
は
正
に
そ
の
頂
点
に
あ

っ
た
。
真
赤
に
な
っ
た
顔
や
至
極
上
機
嫌
の
笑
顔
が
相
当
聞
こ

し
召
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
彼
等
の
中
に
一
人
、
頭
を

つ
る
つ
る
の
剃
り
丁
髷
の
な
い
も
の
が
い
た
。
こ
れ
は
、
医
者

で
あ
る
。
医
者
と
僧
侶
は
髪
を
た
く
わ
え
な
い
。
彼
を
我
方
の

ド
ク
ト
ル
に
引
き
合
わ
せ
た
。
快
活
な
人
間
で
オ
ラ
ン
ダ
語
を

少
々
話
す
。

　

デ
ザ
ー
ト
の
後
で
、
日
本
側
で
熱
い
酒
を
出
し
た
の
を
真
似

て
、グ
リ
ン
ト
ウ
ェ
イ
ン
（
香
料
入
り
の
甘
味
酒
）
を
出
し
た
。

全
権
達
は
好
奇
心
か
ら
み
ん
な
こ
れ
を
口
に
し
て
ホ
ロ
酔
機
嫌

に
な
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
こ
れ
も
日
本
人
の
習
慣
を
真
似
て
各
々
の
全
権

の
前
に
菓
子
の
入
っ
た
箱
を
出
し
た
。
彼
等
は
も
う
驚
き
と
喜
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 　安乗埼灯台は、三重県東部志摩半島のほぼ中央
部、的矢湾の入口に位置します。周囲には、暗礁
が多く古くから安乗埼、大王埼、鎧埼をもって志
摩 3 埼と称され海の難所として知られておりまし
た。徳川幕府が船の道しるべとして燈明堂を建て
たのが安乗埼灯台の始まりです。明治 4 年イギリ
ス人技師ブラントンの設計、指導のもと木造八角
型の灯台が着手されました。レンズは、日本で最

初のフレネル式せん光レンズ（第四等 6 面轆轤式）であり、イギリスのチャンス
ブラザーズ製のものでしたが、太平洋戦争で被災し現在は残っておりません。灯
台はその後、海食等による地盤の崩れにより 2 度にわたり後退を余儀なくされ、
昭和23年現在の位置に四角形の鉄筋コンクリート造に建て替えられました。そし
て、初代の木造灯台は当時現存する日本最古の木造建築であったため、移設を繰
り返し現在は東京都品川区にある「船の科学館」にて保存されています。平成25
年登録有形文化財に指定され、今年は初点から145年を迎えます。灯台の周辺は
緑豊かな伊勢志摩国立公園に指定されており、散策やピクニックに最適です。こ
れからの季節にぜひ安乗埼灯台へお出かけしてみてはいかがですか！

＊＊ 　概　 　要　 ＊＊
所 在 地 三重県志摩市阿児町安乗小山795
位 置 北緯34－21－54　東経136－54－30
灯質（光り方） 単せん白光　毎15秒に 1 せん光
光度（光の強さ） 380,000カンデラ
光 達 距 離 16.5海里（約31キロメートル）
高 さ 地上～灯塔頂部　15.0メートル　　平均水面～灯火　35.0メートル
塗色・構造 白色　四角形　コンクリート造
灯 器 ＬＵ－Ｍ型灯器（Lighthouse Unit Metalhalidelamp）
設 計 者 リチャード・ヘンリー・ブラントン
着 工 明治 4 年 9 月19日（1871年）
竣 工 明治 6 年 4 月 1 日　現在の灯塔　昭和23年（1948年）
仮 点 灯 明治 5 年 7 月29日（1872年）
初 点 灯 明治 6 年 4 月 1 日（1873年）
参 観 開 始 平成16年 4 月29日（2004年）
ア ク セ ス 近鉄名古屋駅～近鉄鵜方駅～（三交バス）安乗中学校前下車～（徒歩）

今月は…

★ 安乗埼灯台 ★

のぼれる灯台 introduction
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娘と一緒にきました。ぐりとぐら（絵
本）の真珠灯台のお話しがあて一度灯
台へ行きたかったので、来れて良かっ
たです。娘はとても喜んでいました。
いい機会に来れて良かったです。

「喜びも悲しみも～」のロケ地に来れ
ました。20歳のとき長崎五島の大瀬埼
灯台に行きました。あれから40年、ま
さしく、幾年月の人生いろんな苦難を
乗りこえ、今一番幸せを感じ生きてい
ます。感謝です。

北海道から遊びに来て訪れまし
た。タクシーの運転手さんのおす
すめで、その運転手さんと一緒に
灯台へ。おすすめスポットと聞い
たとおり眼下には無限の景色、す
ばらしいの一言です。

40年ほど前におじいちゃんが安乗
埼灯台の勤務でした。子どもの頃
に来たことがあるそうなのです
が、覚えていませんでした。次は
子どもを連れてまた来たいです。

夫婦の「きずな」
がなければ成し得
なかった灯台守の
心を感じました。

航海士を目指し勉
強しています。安
全な航海のため尽
力下さり、いつも
ありがとうござい
ます。

のぼれる
灯台11基目‼

日本を支える船乗り
さん達の安全を
見守ってくれて
ありがとう‼

地球は
丸かった！
のぼれる灯台
4灯台制覇
バンザーイ！

のぼれる
灯台14灯台目！
残るは沖縄、
いつ行くかな。

すばらしき
四角形灯台‼
心安らぐ
空間でした。

明治の
灯台もいいけど、
昭和の灯台も
美しい。

来ました！
（のぼれる灯台）
残り1つとなりました。
残り初島へ、来年は
行く予定です。

♪安乗埼灯台の思い出♪
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明治 5年 7月29日仮灯
正八角型、三階建、欅造
当時（昭和23年）現存する
最古の木造灯台により保
存される

現在は船の科学館へ
昭和29年 3 月12日
維持管理が困難で海上保安
協会が都に譲渡を願い出て
昭和29年 7 月 9 日
海上保安協会に譲渡される

↓
海上保安協会は、財政面等
により海上保安庁へ援助を
申し出る

↓
海上保安庁としても予算措
置ができないままに、移築
計画は困難

↓
当時、東邦倉庫社長の勝宮
元氏が窮状を察知し、自分
が今日の産を成したのは、
海に働いて得たお陰である
とし、率先して移築費の寄
付を申し出た
（「燈光」昭和38年12月号参考）

昭和24年 6 月
東京都へ払い下げられ、
浜離宮公園に開設された
灯台参考館の付属施設へ
移設

1回目移設
東京へ

2回目移設
横浜へ

3回目移設
東京へ

昭和30年11月11日
神奈川県横浜市
旧第三管区海上保安本部構内の大
岡川口の航路標識及び試験灯台の
復元として移築活用

昭和47年 5 月
海上保安庁から、
日本海事振興財団へ寄付
昭和47年 7 月
東京都品川区にある
「船の科学館」へ移築

初代から受け継がれてい
るものは、灯籠と入口の
扉のみとのこと。
（「燈光」平成21年 1 月号参考）

～旧安乗埼灯台移設の経緯～
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燈
光
歌
壇

選

横　

浜　
　

宮　

田　
　
　

昭

○
韓
国
の
無ム

グ
ン
フ
ァ

窮
花
は
国
花
な
り
せ
ば
尽
く
る
こ
と
な
く
極
ま
り

な
し
と

○
女め

男を

彫
り
し
道
祖
神
像
相
睦
み
韓
国
に
ひ
そ
と
眠
れ
る
気
配

○
漢
江
の
ゆ
る
き
流
れ
に
誰
ぞ
吹
く
草
笛
か
な
し
わ
れ
を
追
ひ

く
る

○
地
蔵
尊
に
チ
マ
チ
ョ
ゴ
リ
の
子
手
を
合
わ
す
姿
可
憐
で
仔
細

あ
り
し
か

○
ひ
と
す
じ
の
弦
の
ひ
び
き
を
聞
く
如
し
釜
山
港
の
春
の
月
光

○
占
い
を
信
ぜ
ぬ
吾
も
手
相
見
の
韓
の
ア
ガ
シ
に
何
故
か
魅
か

る
る

評　

無
窮
花
は
日
本
の
木
槿
、
韓
国
の
国
花
で
あ
る
国
民
の
国
花

に
よ
せ
る
思
い
は
深
い
。
道
祖
神
は
、
悪
霊
や
疫
病
の
侵
入

を
防
ぐ
た
め
に
峠
、
辻
、
村
境
な
ど
の
道
端
に
祀
ら
れ
て
い

る
神
で
あ
る
。
ま
さ
か
日
本
か
ら
韓
国
に
逃
遊
行
の
道
祖
神

で
は
。
下
句
が
た
の
し
い
作
品
。
寒
い
印
象
の
韓
国
で
す
が

ひ
と
す
じ
の
弦
の
ひ
び
き
の
釜
山
港
の
春
の
月
光
は
明
る
く

夢
の
よ
う
で
幸
せ
に
満
ち
て
い
る
。

愛　

知　
　

沢　

田　

忠　

士

○
備
中
鍬
高
く
振
り
上
げ
畝
を
打
つ
六
月
地
中
に
里
芋
育
つ

○
南
海
の
御
霊
に
花
を
手
向
け
ら
れ
し
陛
下
の
背
に
波
の
か
が

や
く

○
寒
空
に
鳶
と
鴉
の
い
つ
も
の
喧
嘩
鍬
止
め
見
入
る
午
後
の
ひ

と
と
き

○
赤
と
白
孫
の
描
き
し
燈
台
に
共
に
行
き
た
し
石
狩
の
浜

○
人
気
無
き
境
内
に
踊
る
猿
回
し
の
ひ
た
す
ら
な
れ
ば
哀
れ
と

思
う

評　

三
首
目
の
上
句
、
寒
空
に
ト
ビ
と
カ
ラ
ス
の
巴
戦

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

が
原
作
。

巴
戦
は
三
者
の
一
人
が
他
の
二
人
に
連
勝
し
て
勝
者
と
な
る

戦
い
で
二
者
で
は
巴
戦
と
は
い
わ
な
い
。
長
閑
か
な
田
園
の

広
が
る
上
空
で
の
鳶
と
鴉
の
争
い
。
常
勝
は
鴉
と
あ
り
ま
し

た
。
午
後
の
ひ
と
刻
の
風
物
詩
。
素
直
に
詠
ま
れ
て
い
る
石

狩
燈
台
、
一
緒
に
行
き
た
い
思
い
が
こ
も
る
。
豊
川
稲
荷
の

境
内
に
見
物
客
も
ま
ば
ら
な
と
こ
ろ
で
の
演
技
、
ひ
た
す
ら

な
れ
ば
哀
れ
と
思
う
の
下
句
が
切
な
い
。
大
道
芸
と
し
て
ま

た
正
月
の
縁
起
物
の
猿
回
し
で
あ
る
。
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近　

詠

桜　

沢　

つ
や
子

○
淀
み
な
く
筆
を
走
ら
す
会
長
の
新
年
揮
毫
墨
匂
ひ
立
つ

○
一
年
分
の
優
し
さ
こ
も
る
年
賀
状
並
べ
て
一
日
心
あ
た

た
か

○
幾
そ
度
手
を
合
は
せ
し
や
灯
台
守
の
祖
父
母
に
赤
き
日

の
出
日
の
没
り

東　

京　

し
ら
た
き
よ
う
子

○
真
白
な
る
冬
田
に
羽
を
膨
ら
ま
し
ｖ
字
飛
行
の
雁
の
群
を
り

○
一
日
で
線
路
も
埋
ま
る
大
寒
波
雪
に
不
通
の
電
車
も
凍
る

○
雪
国
の
共
同
作
業
雪
掻
き
は
マ
ン
ホ
ー
ル
に
埋
め
て
十
分
に

て
終
わ
る

○
大
雪
に
呑
み
こ
ま
れ
た
る
東
京
の
街
の
灯
り
の
静
ま
り
か
え

る
○
信
仰
を
集
め
る
越
後
の
七
不
思
議
杖
に
根
が
生
え
竹
藪
と
な

る評　

一
首
目
は
宮
城
県
の
冬
田
、
雁
が
県
鳥
と
い
う
、
雪
で
真
白

い
田
に
黒
い
雁
の
群
れ
北
国
な
ら
で
は
の
情
景
。
二
首
目
は

一
日
の
雪
で
大
混
乱
の
都
会
の
交
通
機
関
。
雪
国
の
共
同
作

業
の
雪
掻
き
は
手
馴
れ
た
も
の
十
分
で
終
わ
る
と
い
う
ご
近

所
と
の
連
係
プ
レ
ー
も
進
ん
で
い
る
が
、
久
し
振
り
に
雪
に

覆
わ
れ
た
東
京
の
街
は
大
さ
わ
ぎ
、
そ
の
街
も
夜
は
静
ま
り

か
え
っ
て
い
る
と
い
う
四
首
目
。川　

崎　

吉　

田　

公　

一

○
バ
ス
を
待
つ
バ
ス
停
前
の
雀
た
ち
群
な
し
て
来
て
餌
を
つ
い

ば
む

○
春
近
し
朝
の
寒
さ
も
和
ら
ぎ
て
バ
ス
待
つ
人
ら
の
顔
も
和
ら

ぐ

○
天
空
の
澄
め
る
高
み
を
ジ
ェ
ッ
ト
機
が
編
隊
組
み
て
横
切
り

て
ゆ
く

○
水
ぬ
る
む
プ
ー
ル
に
遊
ぶ
子
ら
の
声
あ
た
り
に
響
き
春
が
来

た
れ
り

評　

バ
ス
を
待
っ
て
い
る
自
由
な
時
間
で
あ
る
。
見
る
と
も
な
く

見
て
い
る
雀
の
様
子
を
下
句
に
あ
ざ
や
か
に
詠
ま
れ
た
一
首

目
。
何
と
な
く
寒
さ
も
や
わ
ら
い
で
来
た
と
思
っ
た
ら
、
バ

ス
を
待
つ
人
た
ち
も
明
る
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
と
い

う
春
を
待
つ
思
い
が
表
さ
れ
て
い
る
二
首
目
。
四
首
目
は
、

明
る
い
子
ら
の
声
に
春
が
近
づ
い
て
い
る
と
い
う
思
い
が
う

ま
く
詠
ま
れ
て
い
る
作
品
。
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新
設
管
制
課
程
開
設
に
向
け
て

　

厳
し
い
寒
さ
真
只
中
の
〝
海
の
京
都
〟
舞

鶴
の
海
上
保
安
学
校
で
す
が
、
本
年
４
月
、

海
上
保
安
学
校
に
実
に
１６
年
ぶ
り
と
な
る
新

設
の
「
管
制
課
程
」
が
誕
生
し
ま
す
。

　

開
設
に
向
け
て
い
よ
い
よ
待
っ
た
な
し
の

時
期
と
な
り
、
入
校
予
定
の
学
生
同
様
に
教

官
の
緊
張
感
も
日
に
日
に
大
き
く
な
っ
て
き

て
い
る
中
、
２
月
２
日
、
横
田
伸
治
副
校
長

を
座
長
と
す
る
各
委
員
に
よ
る
第
９
回
管
制

課
程
設
置
検
討
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
検
討
会
の
目
玉
は
、
１
月
に
納
入

さ
れ
た
管
制
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
装
置
の
お
披
露

目
で
あ
り
、
各
委
員
は
装
置
の
多
彩
な
機
能

に
興
味
を
持
ち
、
そ
の
立
派
さ
に
感
心
し
て

い
ま
し
た
。

　

管
制
課
程
入
学
予
定
の
学
生
は
、
本
庁
・

各
管
区
で
将
来
の
運
用
管
制
官
を
目
指
す
学

生
の
募
集
活
動
を
し
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ

で
定
員
２０
名
の
採
用
も
決
定
し
ま
し
た
。（
女

性
の
比
率
が
か
な
り
高
い
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。）

　

本
庁
交
通
部
航
行
安
全
課
交
通
管
理
室
を

は
じ
め
と
す
る
各
方
面
か
ら
の
多
大
な
る
ご

支
援
を
い
た
だ
き
、
４
月
か
ら
は
門
司
分
校

と
協
力
し
な
が
ら
同
じ
く
新
た
な
教
官
室
と

写真－ ２　管制シミュレータ室　教官卓写真－ ３　�管制シミュレータ室見学会の
様子

写真－ １　管制シミュレータ室　学生卓
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な
る
管
制
教
官
室
の
教
官
全
員
で
学
生
の
育

成
に
尽
力
し
ま
す
の
で
、新
設
「
管
制
課
程
」

を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

（
海
上
保
安
学
校
航
行
援
助
教
官
室
）

旅
客
船
に
対
す
る
安
全
指
導
の
実
施 

～
近
畿
運
輸
局
和
歌
山
運
輸
支
局
と
合
同
～

　

平
成
２９
年
１２

月
１４
日（
木
）、

近
畿
運
輸
局
和

歌
山
運
輸
支
局

と
連
携
し
、「
年

末
年
始
特
別
警

戒
及
び
安
全
指

導
」
の
一
環
と

し
て
、
年
末
年

始
の
休
暇
時
期

に
、
多
く
の

人
々
の
利
用
が

見
込
ま
れ
る
、

属
屋
形
船
「
第
七
真
誠
丸
」
に
対
し
て
、
当

部
所
属
巡
視
船
こ
う
や
乗
組
員
、
交
通
課
職

員
及
び
近
畿
運
輸
局
和
歌
山
運
輸
支
局
首
席

運
航
労
務
監
理
官
等
が
船
舶
に
立
ち
入
り
、

航
路
の
安
全
性
の
確
認
、
安
全
管
理
規
定
の

遵
守
、
救
命
設
備
の
備
付
け
、
非
常
時
の
脱

出
手
順
等
の
確
認
と
事
故
防
止
及
び
非
常
時

対
応
の
措
置
状
況
、
整
備
状
況
を
点
検
し
安

全
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

 

（
田
辺
海
上
保
安
部
交
通
課
）

観
光
遊
覧
船
に
対
し
て
、
事
故
の
未
然
防
止

を
図
り
、
利
用
者
の
皆
様
に
安
心
し
て
利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
安
全
点
検
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

田
辺
海
上
保
安
部
管
内
の
和
歌
山
県
西
牟

婁
郡
白
浜
町
は
、
白
良
浜
、
白
浜
温
泉
、
白

浜
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ワ
ー
ル
ド
等
の
観
光
地

が
多
く
あ
り
ま
す
。
船
内
に
お
い
て
飲
食
が

可
能
で
、
忘
年
会
時
期
に
集
客
が
見
込
ま
れ

る
、
白
浜
町
所
在
の
堅
田
漁
業
協
同
組
合
所

写真－ １　第七真誠丸への乗船状況

写真－ ３　救命筏の確認状況

写真－ ２　救命胴衣の確認状況
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田
辺
見
守
り
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
と
連
携
し
た 

海
難
防
止
啓
発
活
動
の
実
施 

～
田
辺
見
守
り
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
と
の
初
コ
ラ
ボ
～

　

田
辺
海
上
保
安
部
で
は
、
平
成
２９
年
１１
月

１０
日
に
発
足
し
た
「
田
辺
見
守
り
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
」
と
連
携
し
て
平
成
２９
年
１２
月
１６
日

（
土
）、
年
末
年
始
特
別
警
戒
及
び
安
全
指
導

の
一
環
と
し
て
海
難
防
止
啓
発
活
動
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

田
辺
見
守
り
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
は
、
紀
南
地

区
海
上
安
全
対
策
協
議
会
が
沿
岸
部
に
お
け

る
事
故
防
止
対
策
の
た
め
、
特
に
年
配
者
に

対
し
て
救
命
胴
衣
着
用
の
声
掛
け
な
ど
を
行

う
組
織
と
し
て
発
足
さ
せ
た
も
の
で
、
最
初

の
モ
デ
ル
会
員
と
し
て
和
歌
山
南
漁
業
協
同

組
合
田
辺
支
所
が
指
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

田
辺
海
上
保
安
部
で
は
、
年
末
年
始
特
別

警
戒
及
び
安
全
指
導
の
重
点
項
目
と
し
て
漁

船
及
び
釣
り
人
の
海
難
防
止
を
掲
げ
て
お

り
、「
田

辺
見
守
り

パ
ト
ロ
ー

ル
隊
」
と

連
携
し
た

活
動
と
し

て
、
田
辺

市
江
川
地

区
の
漁
船

船
長
に
対

し
て
は
、

「
基
本
に

立
ち
返
っ

た
安
全
確
認
・
動
作
の
意
識
付
け
の
徹
底
」

に
つ
い
て
、
ま
た
、
周
辺
の
釣
客
に
対
し
て

は
、「
救
命
胴
衣
の
常
時
着
用
、
連
絡
手
段

の
確
保
等
」
に
つ
い
て
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
及

び
啓
発
グ
ッ
ズ
（
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
）

を
配
布
し
て
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

 

（
田
辺
海
上
保
安
部
）

淡
路
島
で
海
の
緊
急
通
報
用
電
話 

「
１
１
８
番
」
周
知 

～
保
育
園
児
親
子
と
ク
イ
ー
ン
淡
路
に 

囲
ま
れ
て
う
み
ま
る
大
活
躍
～

　

大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
は
、
海
の
緊

急
通
報
用
電
話
「
１
１
８
番
」
を
広
く
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、
１
月
１３
日
、
洲
本
市
民
広

場
の
冬
咲
き
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
シ
ョ
ー
会
場
で

啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
海
の
も
し
も
は
１
１
８
番
」
の
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
や
チ
ラ
シ
を
市
民
に
手
渡
し

ま
し
た
。
う
み
ま
る
も
参
加
、
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
シ
ョ
ー
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
や
風
船
と
ば
し
で
出
演

写真－ ２　釣り人への周知活動

写真－ １　漁船船員への周知活動
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し
た
保
育
園
児
親
子
や
ク
イ
ー
ン
淡
路
ら
と

記
念
撮
影
に
応
じ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
神
戸
新
聞
の
取
材
が
あ
り
、
翌
日

の
朝
刊
に
は
「
１
１
８
番
」
ア
ン
ケ
ー
ト
の

様
子
と
笑
顔
で
う
み
ま
る
と
記
念
撮
影
す
る

親
子
が
写
真
入
り
で
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
「
あ
な
た
は
１
１
８

番
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
」を
行
い
ま
し
た
。

来
場
者
に
若
い
親
子
連
れ
が
多
か
っ
た
た
め

か
、残
念
な
が
ら
認
知
度
は
約
２
割
で
し
た
。

結
果
を
う
け
て
、
今
後
は
、
子
供
か
ら
大
人

写真－ ２　アンケート、あなたは
� 「 １ １ ８ 番」を知っていますか？

写真－ 4　クイーン淡路と記念撮影

写真－ ３　うみまると元気にはしゃぐ
子ども　　　　

写
真
─
１
　
ア
ン
ケ
ー
ト
、
あ
な
た
は

�
「
１
１
８
番
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
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し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
情
報
は
職
員
で
共
有

し
、
安
全
な
参
集
に
役
立
て
ま
す
。

　

今
後
も
、
定
期
的
に
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
に
備
え
た
様
々
な
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

 

（
大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
）

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え
て 

非
常
参
集
訓
練
を
実
施 

～
道
路
崩
壊
を
想
定
し
て
代
替
参
集
路
を
踏
査
～

　

大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
は
、
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
で
道
路
が
崩
壊
し
て
通
行
不

能
と
な
っ
た
場
合
に
、
職
員
を
安
全
に
迅
速

に
参
集
さ
せ
る
た
め
に
、
１
月
１8
日
、
代
替

参
集
路
を
使
用
し
た
非
常
参
集
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
は
、
全
国
の

7
つ
の
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
で
最
も
高
い
、

標
高
２
３
６
メ
ー
ト
ル
の
高
台
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
道
路
は
山
間
、
急
勾
配
で

狭
隘
で
す
。
１０
月
の
定
期
異
動
者
な
ど
２
名

が
、代
替
参
集
路
を
踏
査
し
ま
し
た
。
既
に
、

４
月
の
定
期
異
動
者
な
ど
１３
名
は
7
月
ま
で

に
踏
査
を
完
了
し
て
い
ま
す
。

　

踏
査
の
結
果
、
①
街
灯
が
無
く
、
夜
間
は

灯
火
の
携
帯
が
必
用
②
道
路
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
が
十
分
で
な
く
路
面
の
土
砂
や
落
葉
に
注

意
が
必
要
③
イ
ノ
シ
シ
等
の
動
物
が
生
息
④

携
帯
電
話
の
不
通
区
間
が
あ
る
こ
と
が
判
明

ま
で
、
幅
広
く
周
知
活
動
を
展
開
す
る
予
定

で
す
。

　

淡
路
島
で
唯
一
の
海
上
保
安
庁
機
関
と
し

て
地
域
に
寄
添
い
、
恵
み
豊
か
な
島
の
海
を

安
全
で
安
心
な
海
と
す
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
通
じ
て
「
１
１
８
番
」
の
周
知
や

海
上
保
安
庁
の
理
解
促
進
を
図
り
、
市
民
と

の
連
携
を
深
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

 

（
大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
）

写真－ 5　�隣接するショッピングモール
で周知

落ち葉や土砂の積もった道を
先行する２0代と必死に追う50代
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